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第５回総務文教常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成29年６月21日（水）午前10時０分 

２ 閉会日時 平成29年６月21日（水）午後２時53分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       １番 永徳 省二君   ７番 大口 浩志君  １１番 松田  勲君 

      １２番 北川 勝義君  １６番 下山 哲司君  １７番 実盛 祥五君 

      １８番 金谷 文則君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      教  育  長  内田 惠子君  

      総合政策部長  作間 正浩君              徳光 哲也君  

      総 務 部 長  前田 正之君      財 務 部 長  直原  平君  

      教 育 次 長  藤井 和彦君              黒田 靖之君  

              入矢五和夫君      消防本部消防長  矢部 敬史君  

      秘書企画課長  杉原  泉君              遠藤 健一君  

      総 務 課 長  原田 光治君      くらし安全課長  中川 裕敏君  

      財 政 課 長  藤原 義昭君      管 財 課 長  小坂 憲広君  

      税 務 課 長  末本 勝則君      収納対策課長  土井 常男君  

      監査事務局長  元宗 昭二君      会計管理者  栗原 雅之君  

      教育総務課長  安本 典生君      学校教育課長  松井 啓子君  

              土井 道夫君      中央公民館長  高橋 浩一君  

      中央図書館長  三宅 康栄君              久山 勝美君  

              稲生真由美君              井元 官史君  

      警 防 課 長  楢原 秀幸君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  奥田 吉男君      主    事  松尾 康平君 

８ 審査又は調査事件について 

       １）議第３６号 財産の取得について 

       ２）議第３９号 赤磐市消防団条例の一部を改正する条例（赤磐市条例第17号） 

       ３）議第４０号 平成29年度赤磐市一般会計補正予算（第２号） 

       ４）請願第１号 日本政府に「核兵器禁止条約の交渉会議参加と、条約実現に
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努力することを求める」意見書採択を求める請願 

       ５）その他 

９ 議事内容 別紙のとおり        
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              午前10時０分 開会 

○委員長（北川勝義君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから第５回の総務文教常任委員会を開会いたしたいと思います。 

 開会に先立ち、友實市長のほうから御挨拶いただきたいと思います。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 皆さん、おはようございます。本日は、皆様大変お忙しい中、第５回

総務文教常任委員会をお開きいただきまして、まことにありがとうございます。 

 本日審査あるいは御協議いただく内容については、６月定例市議会に上程させていただいて

いる議案の各号ということに加えまして、市の執行状況、今の事業の進捗状況等を御報告させ

ていただくことになります。慎重なる御審議を賜りますようお願いを申し上げます。 

 以上でございます。ありがとうございます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、委員会の審査に入りたいと思います。 

 当委員会に付託された案件は、議第36号財産の取得についてから請願第１号日本政府に「核

兵器禁止条約の交渉会議参加と、条約実現に努力することを求める」意見書採択を求める請願

までの４件であります。 

 また、この請願につきましての紹介議員の方についての委員さんと御相談させていただいた

結果、紹介議員は今まで出ておるので呼ばないということにしておりますので、もし何らかの

質問がありましたらまたお願いしたいと思いますので、きょうはそのように御了承願いたいと

思います。 

 それではまず、議第36号財産の取得についてを議題とし、これから審査を行いたいと思いま

す。 

 執行部のほうから補足説明がありましたらお願いしたいと思います。 

○警防課長（楢原秀幸君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 楢原課長。 

○警防課長（楢原秀幸君） 議第36号財産の取得について、救助工作車の補足説明をさせてい

ただきます。 

 １枚めくっていただき、１ページをごらんください。 

 中央の写真がイメージ写真となってございます。市長の一括説明と前田部長の詳細説明のと

おりでございます。何か御質問等がございましたらお受けいたしますので、よろしくお願いい

たします。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。執行部のほうから説明が終わりました。 

 楢原課長、それは僕が言うこっちゃけえ、また言うてくれんでよろしいから。 
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 執行部のほうの説明が終わりましたので、委員の皆さん、何か質疑がありましたらお願いし

たいと思います。 

 これは緊急車じゃけえ質問よろしいか。 

 これが僕気になったんじゃけど、ざっと何ぼじゃったんかな、これは。課長。 

○警防課長（楢原秀幸君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○警防課長（楢原秀幸君） １億……。 

○委員長（北川勝義君） ざっとで１億円ちょっとじゃな。 

○警防課長（楢原秀幸君） はい、１億4,000万円です。 

○委員長（北川勝義君） 400万円じゃろう。 

○警防課長（楢原秀幸君） 失礼しました。１億466万4,990円です。 

○委員長（北川勝義君） せえで、いつできるんかなあ、納車というんか。 

○警防課長（楢原秀幸君） １月19日納車予定でございます。 

○委員長（北川勝義君） １月19日。大体今のでいつ見に一遍ぐれえいけるんかなあと思う

て。もし、昔下山委員長のとき下山さん見に行こうということがあったわな。せえで、工場検

査というほどじゃねんじゃけど、できりゃあ中間でも見させてもろうたらどんなか、日にちが

なかったらええんですけど。１億円からの導入すんでと思うたんですけど、どんなですか。い

つごろ大体。 

○警防課長（楢原秀幸君） 業者の方と……。 

○委員長（北川勝義君） 例えば10月でも見れるとか何ぼか形がなかったらいけんと思うん

で、無理に我々が行ったために仕事を邪魔するようなこっちゃいけんのんで、もし都合がつく

んじゃったら消防本部のほうでお話をしていただいて、消防長が話してちょっと予定を組んで

みてください。また、委員長、副委員長と執行部と相談させていただこうと思いますんで。 

○警防課長（楢原秀幸君） はい、ありがとうございます。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 執行部は、これは工場検査は必ず行くんよな。 

○委員長（北川勝義君） 執行部は行こう、それは当然。 

○委員（下山哲司君） どこでつくりょうんかな、これは。 

○委員長（北川勝義君） 楢原課長。 

○警防課長（楢原秀幸君） はい、済いません。兵庫県で作製してございます。 

○委員長（北川勝義君） どこなん、兵庫県というて。 

○警防課長（楢原秀幸君） 三田市でございます。 

○委員長（北川勝義君） ほっ。 

○警防課長（楢原秀幸君） 三田市です。 
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○委員長（北川勝義君） 三田じゃ。兵庫県というてわからへんが。 

 よろしいか、下山さん。確認行くんでしょ。 

○警防課長（楢原秀幸君） はい、中間検査には参ります。 

○委員長（北川勝義君） それは当然に行かれるな。 

○警防課長（楢原秀幸君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、わかりました。じゃあ、よろしくお願いします。 

○委員（大口浩志君） せっかくなんで。 

○委員長（北川勝義君） 大口委員。 

○委員（大口浩志君） 済いません。 

 まず１点目、もちろんＡＴ車だと思うんですけど、それと18年ぶりぐらいの更新のようにお

聞きをしとんですが、当時と比べて特にこれは装備品で違うもの、特徴的なものでもあれば教

えといてください。 

○警防課長（楢原秀幸君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、楢原課長。 

○警防課長（楢原秀幸君） 大口委員の御質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 今回の新しい救助工作車にあっては、６速のオートマチックになってございます。新しい装

備品につきましては、済いません、お待ちください。 

○委員長（北川勝義君） 変わったんなら変わったとこを。 

○警防課長（楢原秀幸君） 変わったところでありますと、大型油圧器具、それから大型ジャ

ッキ、それから救出用の資機材等々、それから除染テント、それから陰圧式の被曝をしない保

護着でございます。といったようなものが大きな購入のものでございます。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（大口浩志君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ第36号の財産の取得については終わりたいと思います。 

 続きまして、議第39号赤磐市消防団条例の一部を改正する条例（赤磐市条例第17号）を議題

とし、これから審査を行いたいと思います。 

 執行部のほうから補足説明がありましたらお願いしたいと思います。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、井元課長。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） お手元の資料の２ページのほうをお開きいただきた

いと思います。それとあわせて新旧対照表は３ページのほうをごらんいただければと思いま

す。 
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 議第39号赤磐市消防団条例の一部を改正する条例についてですが、こちらの補足説明をさせ

ていただきます。 

 今回の条例改正につきましては、消防団組織見直見直し検討委員会という委員会がございま

して、こちらのほうで協議を重ねまして消防団の役員会で承認をいただいて６月議会へ上程さ

せていただいたものでございます。今回の具体的な改正の効果といたしまして、お手元のちょ

っと見にくいんですけどＡ３の資料の５ページのほうをごらんいただければと思います。 

 これが旧の体制の組織となります。方面隊指導部が旧町単位で組織されていたものでありま

す。これが現在においてもそういう状態で活動した中で、訓練やそれぞれの方針、意識等が４

方面隊ばらばらでございまして、赤磐市消防団になっても共通の認識が統一されていないのが

現状でございます。 

 そこで、この指導部を一元化させることによりまして各種訓練等における指導的立場である

指導部員の知識並びに技術が共有化され、統一的な指導をすることにより全ての団員の技術の

向上が期待されるものでございます。また、相乗効果といたしまして指導部、機動部、女性

部、これを総括する立場の本部長という新たな役職を設けさせていただいて、今後団本部の運

営の軸となって主体的な運営活動が可能になると考えられるため、今回の改正という格好にさ

せていただいております。 

 簡単ではございますが、補足説明とさせていただきます。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 

 委員の皆さん、何か質問がありますか。 

○委員（下山哲司君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 広い中で指導部長がおらんようになるんじゃな、今度は。１人になっ

て全体のを見れるんかな。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 方面指導部４人になるで。 

 はい、課長。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 指導部長は１人になるんですけれども、各方面隊に

従来の旧町単位でやっているような形の代表をとりあえず１名設けますので、そこが主体的に

なって指導部長という立場の方が全体を総括するという格好になる予定となってます。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） それはわかるんじゃ。見たらわかるんじゃけど、その立場がどこにな

るん、１人選ぶこの中のどの人が担うん。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい、委員長。 
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○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 指導部長は、従来の赤坂の指導部長が全体の指導部

長となりまして、各方面隊のそれぞれ旧指導部長の方が実際に指導部長という役職ではないん

ですけど、そこの方面隊の指導をするという格好にさせていただいております。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと説明、下山さんが先言うたように従来じゃったら指導部長

があって、その後に各吉井、赤坂、熊山、山陽とか指導班がおるようになっとったが。それが

指導班が今のとこへ指導班でおったわけじゃろう。指導部長いうのはねんじゃけど、赤坂が指

導部長をするという考えじゃな、今言よんのは。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） そうですね、はい。 

○委員長（北川勝義君） せえで、副は。副というんはねえんじゃな。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 副がそれぞれ……。 

○委員長（北川勝義君） の３人が副になるということ。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 各方面隊の担当があるんです。吉井班、赤坂班、山

陽班……。 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、赤坂は２つになるということ。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） ４つあります、班は。 

○委員長（北川勝義君） ４つじゃろう。じゃけえ、４つじゃけど赤坂がもし部長になったら

……。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） そこはまた新しく赤坂を担当する班長が。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） じゃから。 

○委員長（北川勝義君） わかりにきいんよ、そういう言い方が。 

○委員（下山哲司君） 行うことにおいて、その立場がどこに置かれるんならというて聞きょ

うんじゃから。 

○委員長（北川勝義君） ポストが部長クラスになるん。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 立場は本部の立場になります。 

○委員長（北川勝義君） 違う、前のあった指導部長。旧のときの指導部長になったとこはど

こへ行くんならということ。 

○委員（下山哲司君） どの立場へ置かれるんならと聞きょうんよ。 

○委員長（北川勝義君） １個ランクが下がるんじゃろ、階級が。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） １個下がります、はい。 

○委員（下山哲司君） じゃからどこへ置かれるん、立場を。要するに、分団長がおって…

…。 
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○委員長（北川勝義君） 長か副になるかということ。 

○委員（下山哲司君） 副分団長がおるが。その上に本来だったらおるんじゃろう、全体の。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、井元課長。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 資料の４ページのほうを……。 

○委員（下山哲司君） 見よる、見よる。 

○委員長（北川勝義君） ４ページ見て言よんじゃ。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） ちょっと字が小さくて申しわけないです。 

 こちらに旧の指導部の指導部長は、それぞれ山陽班、赤坂班、熊山班、吉井班と明記させて

いただいておりますけど、この位置に立っていただくような格好になります。こちらは、副分

団長格の立場でしていただくような格好になります。 

 以上です。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） いやいや、その副分団長の格というけど、さすということになったら

その位置づけがなけにゃおえまあ。言ようることわからんかなあ。 

○委員（松田 勲君） 前のほうの条例の。 

○委員（下山哲司君） ４ページ見いと言うから４ページ見よんじゃけど、表で見たらどこに

位置づけられるんかというんを聞きょうん。 

○委員（松田 勲君） これで言うたらどこかいう。 

○委員（下山哲司君） じゃあねえ。この表でどこに位置づけられるんならと聞きょうん。 

○委員長（北川勝義君） じゃから、前の条例のというてランクが下がるわけじゃねえんじゃ

ろ。 

○委員（下山哲司君） いや、位置がなけにゃおえんが、位置が。 

○委員長（北川勝義君） 副分団長のとこの位置ということを言よんじゃけど。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい、済いません。説明が下手でまことに申しわけ

ございません。 

 従来の指導部長は、役職は今回はついておりません。正式な役職はついてございません。 

○委員長（北川勝義君） じゃのうて分団長扱いということじゃな。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい、それで指導部そのものが団員さんよりかはか

なり責務が重たいので、副分団長格の報酬等で全てさせていただいておるところで、役職等は

特にないんですけど、指導部長という立場の方は必要なので、指導部長はつくります。それぞ
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れ……。 

○委員長（北川勝義君） 指導部長４人おるというこっちゃろう。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 指導部長は１名です。 

○委員長（北川勝義君） うそばあ、指導部長、指導部長というてなっとるで、５枚目は。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） ５枚目は旧です。 

○委員長（北川勝義君） 新しいのは指導部長で。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 指導部長が１名で、旧の指導部長の方は実際の階級

っていうのは下がるような格好で。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山さん。 

○委員（下山哲司君） 一番上の本部長の下の山陽、赤坂、熊山、吉井のここへ載るんじゃ

ろ。 

○委員長（北川勝義君） ここじゃねえが、ここは載らんのんかと言よんじゃが。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） そうです。 

○委員（下山哲司君） ここへ載るんじゃな。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい。 

○委員（下山哲司君） そういうて言うてくれたらいい。 

○委員長（北川勝義君） ここの副分団長のとこへ載るんじゃな。 

○委員（下山哲司君） じゃあなしに、この一番上の枠に載るん。じゃから、位置づけがある

んじゃが。 

○委員長（北川勝義君） どこに載るん。４人の方はどこに載るん。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） ４人の位置づけとしましては、山陽班、赤坂班…

…。 

○委員長（北川勝義君） 違う、違う。山陽班はどこへなるん、その人はもしなったら。指導

部の方はどこになるん。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 全体の指導部の山陽班といったところの位置づけに

なるんですけど。 

○委員長（北川勝義君） いや、それは全体の指導班の位置づけというのは誰がなるか誰かわ

からんけど、どこになるん、どこへ行くん。分団長のことへ上がるんか、副分団長のとこへ載

っからしゃあええんか。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） これは副分団長のところに、済いません、組織図が

……。 

○委員長（北川勝義君） まだ誰というのはわからんけど、そこへなるということ。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい、そこになります。 
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○委員長（北川勝義君） なるのにここへ指導部というような名前が出てこんのじゃな、ここ

には。 

○委員（下山哲司君） 一番上じゃ。 

○委員長（北川勝義君） ここしか出てこんじゃろう、全域で。ここへ４人分。指導部はほん

なら何人おるわけ、今度は。４人。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 指導部は47名、全体で40……。 

○委員長（北川勝義君） 全体はそうじゃけど、前は４人おったが、指導部長というのが。今

度は指導部長のかわりにその４人の者はおるんじゃろう。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） ４人の肩がわりになる方はおられます。 

○委員長（北川勝義君） おるんじゃろう。じゃけえ、それは指導部の中へ、47名の中の４人

ということか。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい、全体の中の４名です。指導部長が１名と旧指

導部長の格の方が各山陽班……。 

○委員（下山哲司君） 最終確認、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 要するに分団の中に籍を置くんじゃけど、その中からこの本部のとこ

へ名前を入れるというんじゃろ。そういう理解でええんじゃろ。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい。 

○委員（下山哲司君） それで、待遇は副分団長待遇。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） そうです。 

○委員（下山哲司君） でええんじゃな。 

○委員長（北川勝義君） 消防団員じゃけど本部へ行くだけじゃというんじゃ。 

○委員（下山哲司君） いや、籍、籍。 

○委員長（北川勝義君） 籍はわかっとる、わしらもしょうたんじゃだから。 

○委員（下山哲司君） 格が下がるんじゃ。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） 前の指導部長だったら報酬が６万4,000円だったのが副分団長は４万

5,000円だから、あとの４人の方は４万5,000円に下がるということ。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい、そのとおりでございます。 

○委員長（北川勝義君） 何で、これまあえんじゃけど、このやった原因というのは消防長、

何でこれをやったん。いろいろいろうてみたかったん。それとも形態的に悪いんか、してなか

ったら。ほんなら12年間悪かったんか。 
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○消防本部消防長（矢部敬史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、消防長。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） この件につきましては、やはり全体の指導の統一を図ると

いうことで、一本化したいということでこういう体制をとりました。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） いや、ほんならじゃけえ12年間悪かったんかというんじゃ、13年間

か。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、消防長。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） 12年間ずっとやってきて、やはりばらつきがあるというこ

とで、その辺の見直しをかけるということで今回させていただきました。 

○委員（下山哲司君） 委員長、最後に。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） お金が、手当が下がるということになるんで、下がることについては

消防のほうとは、団のほうとはよう話ができて納得できとんかな。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、消防長。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） その辺については、団のほうの理解も得て行っておりま

す。 

○委員長（北川勝義君） 僕は下山さんと同じこと言よんじゃけど、消防団長に聞いたら別に

問題ねえ、これでええというて言うたんじゃけど、同じようなことをすんじゃというからそう

かというて簡単に言うたんじゃけど、同じようなことをするんじゃったら組織的に直轄にな

る、同じことを言よんで。直轄になるからええんじゃ、そりゃあ。ただ、結果的に手当が安う

なったら、おめえええんかというて聞いたら、うん、それはもう話はできとる、ええんじゃと

いうて言うけえ、ええんじゃと言うけど。何かもらようて、僕は違う。自分らでも給料を今も

らいよって給料日が15日もらよんが22日になったら何か損したような気がしょうが。下がって

も、例えばの話。端的な話。ざっくばらんに話したら、確かに何せよろしゅうお願いしますと

いうて同じことをするんじゃと言われたんじゃけど、することには変わらんのでしょ。今消防

長が格好よう組織的のどうのこうの云々というて言うたけど、変わらへんのやろ。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 消防長。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） すること自体は同じ指導をしていただく的立場に立ってい

ただくわけですから、変わりません。ただ、先ほども言いました全体の各方面隊のばらつきが

出るんで、その辺だけ統一を図りたいということでこういうような形にさせてもらっておりま
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す。 

○委員長（北川勝義君） せえで、今僕ちょっと言い方おかしいんよ。友實市長、これ日夜安

心・安全というたらおかしいけど、やっていただく消防のことで消防団長の言うた市のほうが

というてくりゃあ、案を出してきたら仕方がねえというんが結論になると思うんです。できた

らこれも別にお金のことでどうこう消防団長とか本部が消防団が言よんじゃねんじゃけど、今

回はこれでやらせてもらうというこって、今後金額はまた報酬的なことは考えてあげてほしい

と思う。いざというて頼むときには消防です。指導部でも操法というても全部消防、消防。金

払うときは消防ちょっと安くして組織的にというのは、同じことをするんじゃったら考えてい

ただきてえなあとちょっと今思うたんで、今後考えてください。どんなですか、考えられませ

んか。いやいや、考えるか考えないかだけ。 

 市長。 

○市長（友實武則君） 消防団団長以下、各方面隊長等としっかりと協議しながら説明させて

いただきます。ありがとうございます。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ議第39号を終わりたいと思います。 

 続きまして、議第40号平成29年度赤磐市一般会計補正予算（第２号）を議題とし、これから

審査をいたしたいと思います。 

 執行部から歳入歳出について補足説明がありましたらお願いしたいと思います。 

 まず、皆さんにお諮りしますが、各部ごとに説明いただき質疑を受けたいと思いますが、そ

のようにさせてもろうてもよろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、そのようにさせていただきます。 

 それで、また委員さんにおかれて忘れとったわとか聞き忘れがありましたら最後のときに総

括で聞かせていただければいいと思いますんで、よろしくお願いいたします。 

 それでは、１番に総合政策部のほうから説明願いたいと思います。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、杉原課長。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） それでは、議第40号平成29年度赤磐市一般会計補正予算（第

２号）について、まず秘書企画課から補足説明のほうをさせていただきます。 

 補正予算につきましては先月の委員会で、歳入は市民バス使用料、交付金、過疎対策事業

債、歳出のほうはバス運行事業、フォトコンテスト、旧備作高校について説明させていただき

ましたが、今回お手元の資料の１ページ中段、歳入18款の繰入金と２ページ上段の歳出２款の

連携・協力推進事業について補足説明のほうをさせていただきます。 
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 予算資料の８ページ、18款繰入金でございます。これは、ふるさと応援寄附金の平成28年４

月から11月末日までにいただいた寄附金を基金のほうに積み立てたものでございます。繰入金

の補正総額3,565万8,000円のうち総合政策部関連は連携・協力推進事業に45万6,000円が充当

されますので、歳出のほうの財源の更正をするものです。この連携・協力推進事業につきまし

ては、スポーツ・岡山シーガルズ等の支援のための事業となっております。 

 以上です。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） それでは、引き続きまして総合政策部資料の

２ページの下段でございます。先月の委員会で御説明をざっとさせていただいております山陽

団地等の中心市街地の活性化ということで、本日その他ということで事業の進捗状況でまた現

在の状況を説明させていただこうと思っておりますが、この関係を進めるに当たって当初予算

で150万円、骨格ということで会議資料の作成などのサポート支援ということでいただいてお

りましたが、より実効性の高いものをつくっていくためにもう300万円ということで増額のお

願いをさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） ページ数を言うてやってえよ。 

 ほんなら、はい。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 失礼いたしました。予算書では９ページのあ

かいわに戻ろうプロジェクト事業委託料300万円でございます。予算説明資料では12から13ペ

ージにあります住宅団地等まちづくり活性化対策基本構想、こちらの基本構想を今年度作成を

していくということになっておりますが、より効果のある施策を実際にコンサルティングでち

ょっと補助をしていただき、市民の皆さんにわかりやすい資料をつくっていきたいということ

で計上させていただいております。 

 補足説明は以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 続いて。 

 終わりかな、もう。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 総合政策部は以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 総合政策部のほうから説明が終わりました。 

 皆さん、質問がありましたらお願いしたいと思います。 

 はい、大口委員。 

○委員（大口浩志君） シティプロモーション事業の中のフォトコンテストがどこまで今動い

ているのかがわかってないという前提で物を言っているということで御勘弁ください。といい

ますのが、このフォトコンテストに応募をされた作品を例えば議会だよりとかへ利用させてい
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ただいてもよろしいですか的な文言をつけて募集をしていただけるのかどうか。要するに後々

使えるかどうかということがわかれば教えてください。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） 今回フォトコンテストのほうは、スケジュールとしましては

８月から募集をかけていこうと企画しております。収集しました画像につきましては、おっし

ゃっていただきました議会だよりですとかホームページ、また広報だより、それから市のＰＲ

ポスターなどにも活用させていただきたいというふうに考えております。 

○委員長（北川勝義君） これは、権利は応募したときで全部承諾してもらうというこっちゃ

な。まあ、そうじゃなかったらおかしい。 

 よろしいか、大口君。 

○委員（大口浩志君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 皆さん、誤解のねえように。補足説明してくれえというたんで、本会議場で説明しとるとい

うことで、杉原課長簡単に削除をしたんじゃけど削除せんようにして、大きい新しい事業じゃ

ったと思うたんで。備作高校の解体の調査等も説明しておるということで、バス運行もです。 

 それと、その前に１点、ふるさと応援基金の繰入金のところで一言何かちょっとシーガルズ

のどうのこうのというて言われたと思うて。たしかシーガルズも悪いとは言よんじゃねえんで

すけど、いろいろ反感もあったりええんもあったり悪いんもあったりするんで、別に反感とい

うほどのことはねえんですけど。どうもシーガルズ、この間もあえて言わせてもらうんが、全

協があったときに議長、これはよろしいわな、言わせてもらって。佐々木副議長のほうかな、

議長行けなんだんが代理で副議長が行かれたときに市長はばあんと真ん中へおったんじゃけ

ど、赤磐市の議長が真ん中へおらなんだというてちょっと不満があってうちもしょんのにとい

うて、そこんとこ別に執行権とか向こうがやられよるこっちゃから、我々行かせてもろうて何

ら文句を言うこともないと思うたんじゃけど、副議長が議長のかわりに行っとってそういうこ

とがあったと言われたんで、できたらメーン会場も貸したりしてシーガルズには貸しとんで、

いろいろ各種行事も参加していただきょうんで、僕はこれで中でもふるさと応援基金もええと

思うたんですけど、ちょっともう少し、どのくれえがシーガルズのほうへ行くというぐれえ考

えとんか、今シーガルズ、シーガルズと言われたけえちょっと教えてください、もう少し詳し

ゅう。僕はシーガルズだけじゃのうて、ふるさと応援基金の繰入金はええと思うとんじゃけ

ど、どこへ使おうと自由にということはねえ、決めてもろうとるとおり使うていただきゃええ

と思うた。ちょっと教えてください。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 杉原課長。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） 今回、秘書企画のほうではシーガルズの連携・協力推進事業
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に45万6,000円充当させていただく予定にしております。 

○委員長（北川勝義君） 参考にシーガルズが今全体で赤磐市何ぼ出よるかなあ。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） 連携・協力では324万円を。 

○委員長（北川勝義君） 324万円だけかなあ。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） はい。 

○委員長（北川勝義君） せえで、あと何かシーガルズの人というのは、例えばいわゆるふれ

あい公園の体育館、使用料はただというだけかな、何かあったな。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 土井課長。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） 済いません、先ほどシーガルズのふれあ

い公園の体育館の使用につきましては免除しております。 

○委員長（北川勝義君） 免除じゃな。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） はい。それで、金額につきましては…

…。 

○委員長（北川勝義君） よろしい、それはいい。 

 それからもう１点、杉原課長、45万6,000円ふえるのは324万円プラス45万6,000円というこ

と。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） いえ、324万円のうちの。 

○委員長（北川勝義君） うちの、うちに含むじゃな。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 備作高校の解体なんじゃけど、前の原田部長がおらんからあれなんじ

ゃけど。 

○委員長（北川勝義君） 作間さんがおるからええ。 

○委員（下山哲司君） この問題については、あの当時県から買い取る予算の中で解体するも

んは県が差し引いたと、こういう話になっとったんな。引き継ぎ受けとんな。その中で、当時

は武道館を使うというて言ようて、すぐ終わったら解体じゃというて。どう考えてもわかっと

ってやっとるようにしか思えん。そしたら、500万円いうたら二千何万円の銭がぐっと減るか

ら、県が了解せんから、それはそのことにしてえて後からというようなことになっとんじゃね

えんか疑いを持つような段階なん、時期的に。どう考えても傾いとるけんというんだったら調

査したときに前の委員会のときに事前審査になるけん言わなんだんじゃけど、それは傾いとる

のがわからんようなもんに調査依頼したんか。どねえ考えても納得いかんのじゃけど。 
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○委員長（北川勝義君） ついでに何年に建ったというのとあわせて、わかったら。 

 あれは小学校のときに建ったん思う、わし。 

 いや、最初出てない。ここで出た。倉庫へ使うんじゃと。確認したんじゃ、わしが。 

○委員（下山哲司君） じゃあ、答弁しとる。 

○委員長（北川勝義君） 小学校のときに建っとんで、わしらが。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） 委員長、申しわけありません。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） 手元のほうに何年に建てられたものかという資料がないの

で、申しわけありません。 

○委員長（北川勝義君） あれはたしか、僕要らんこと言うたら、剣道日本一になったナカタ

ユウちゃんというて、僕より６つ、７つほど大きいんじゃけど、岡山県警のそこらが教えよる

ときに僕が行きょうたから、小学校のときに行きょうたから、そのころに建ったばあぐれえじ

ゃったから。じゃから、大分たっとらあなあ。 

○委員（下山哲司君） そのちょっと前。 

○委員長（北川勝義君） 前ぐれえかなあ。じゃけえ、年数が大分たっとると思うんで。ま

あ、それはええんじゃけど、ただ下山委員と同じ意見で、あれはたしかめぐとは聞かなんだん

じゃな。倉庫に使うというていう。 

○委員（下山哲司君） いやあ、ついでにめえでもろうてえたほうがええでというたら十分活

用できるから、軽量の鉄骨の建物で、当時の答弁よ、使って十分利用できるからめがないと、

こういう答弁じゃった。ほったら、おらんようになった途端にめぐんじゃという、そんな話が

どこにあるというて。どこの調査へ頼んだんな、こりゃあ。めちゃくちゃな話じゃろう。県の

銭の売り買いの銭の話で、あのときに2,200万円ほどが五百何万円引いたらぐっと県が減るが

な、1,500万円以下で。それで、県が納得せんからそういうことにしたんかということを聞き

ょうん。そうしか思えれんが、日にち的に。 

○委員長（北川勝義君） 下山さんが言よんと同じことを更衣室があるん。更衣室やこうめが

にゃあいけまあと言うたら、更衣室も建物があれで使わせてもらうと。 

○委員（下山哲司君） あれはブロック。 

○委員長（北川勝義君） ブロックを置いて使うんですというて。こっちは鉄骨じゃからまだ

何らか使えますという話だったんで、結果的には悪かったというのは聞いとんじゃけど、今ど

んなというんかだけ思うて。下山さんは岡山県から安うしてもらええということをずっと言よ

うる話じゃから。 

○総合政策部長（作間正浩君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、作間部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） 今御質問いただいた件ですが、実際昨年熊本地震や鳥取地震
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なんかがあって県の調査の段階というのがどこの段階だったかただいまわかりませんが、実際

ことしに入って私も見に行きまして見たところ、使える状態のものかどうかっていうのは大き

なクラックが入っておるところがありまして、そこを見ていただきまして、それが斜めになっ

ているとかということじゃなくて、使い方が難しいんじゃないかなあ、中へ入っとるものが崩

れて取り出せんようになるというようなこともあるんじゃないかなっていうことがありまし

て、危険というふうに判断をされたようでございます。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） そのクラックやこうは、わしらわかっとった話で簡単な補修で直ると

言うた。 

○委員長（北川勝義君） 言うた、言うた。 

○委員（下山哲司君） じゃけど、僕はもう要らんものなら県の銭で差し引きにしてもろうて

めえでもろうとかにゃいけんという話で言うとるわけじゃから。そしたら十分活用できる、こ

ういう答弁しとん、原田は。それが何で人間がかわった途端にあれか、半年もたっとらん。そ

んなばかな話がどこへありゃあ。銭のことでも、もっと本来なら銭つけてもらええと言うた。

そういう後から手をかけるもんがようけあるんじゃから。答弁するのにここへわしはメモ、札

つけとんじゃけど、県が後から払うてくれるというなら話は別じゃ。じゃけど、そんな話は絶

対オーケーできん。きちっと話してもらわにゃあ。交渉の段階のときの話なんじゃから、県

と。納得いくようにさせてもらいますからという話だったんじゃから、原田部長は。それが今

になってから終わった後にすぐめぐじゃあという、そんな話は到底容認できん。県に出しても

らうんなら……。 

○委員（松田 勲君） 何かを解体する話はあった。 

○委員（下山哲司君） いや、それはわかっとん 

○委員長（北川勝義君） 作業所とガラス温室のとこ。 

○委員（下山哲司君） 農機具庫とかそういうもんがあった。それは木造のぼれえもんなんじ

ゃ。 

○委員長（北川勝義君） これあわせて作間部長、またこれは入札をせられるんじゃけど、ま

た同じようなとこがとるんじゃねえんじゃろうな。前設計したとこが急に１者ふやした、その

業者だけふやして設計入札したが。たしかあれは地震があった日、なあ直原部長。せえでまた

工期が繰り越ししておくれて、またその業者がするんじゃねえん、かかわり合いがあるけえと

いうて。岡山県議会の関係の人じゃけえ、ぼっけえ悪う言われんけどと思う。そがあなことま

で入れられたらたまったもんじゃねえ。下山さん流で県が金を出してくれるという。今後努力

してもらわな、それもあわせて説明願える。 

 下山委員。 
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○委員（下山哲司君） じゃから、いうことはそういう交渉の中の段階のときにおいて、そう

いう答弁しとるものが人間さんかわった途端に手のひら返すやこそんなことは絶対だめよ。県

ときちんと交渉してもらわにゃあ。誰が責任とるんなという話になる。言うたんじゃ、原田部

長に。あんた帰ったら出世じゃろういうて、あんだけのお荷物のものを二千何万円の銭とって

売ってえてで。あんた帰ったらすぐ出世しようがいうて言うたったんじゃけど。 

 じゃけえ、かなりわしらの話からしたら容認してあれをオーケーしとんよ。ほんなもん二千

何万円も払う価値があるか、あの土地。吉井行って聞いてみられえ、山際の土地が。誰がそん

な値段で買う者がおりゃあ。それもお荷物がいっぱいついとんよ。ほんで、３階建てを解体し

ょうと思うたら億の銭が要るんよ。だから、僕が言うたんは、銭が３億円かかるんなら１億

5,000万円ぐらいつけてというぐらいな話はしたわけじゃけど、もうこれで納得してくれえと

いうて納得いくようにしますからというて原田部長はでえれえ鬼の首とったように言うてから

やったんで。その後にすぐこんなことじゃというて、それは絶対容認できん。ええ答弁してく

ださい。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員、今下山委員が言われたの何ぼかわからんことはねえ、あ

ったと思うんですけど、ここでとりあえず県からのお金をつけてもらうとかという話は、云々

のはまた今後市長が今さらできんと思う。ほかのことで考えていただくしか調整はできん、教

育長にもいかれても仕方がねえ、それしかないと思うんですけど、これ今回は解体の調査委託

料の54万円と解体工事費572万1,000円が出とんで、先ほど作間部長のほうから聞いたときに

は、熊本地震があってそのときまでえかったんがまたやってみたらこういうことじゃったとい

う、また耐震のあったというふうに今言われたんで、そこんとこもあわせてわかるように説明

していただきてえし、また今回ができなんだら追加で要らんから、これ１年後に要らんように

なったから解体せにゃおえんのんじゃというんじゃったらわからんことはねえ。ここで急遽出

てきたから下山委員も言われる。僕も初めから、さっき下山さん、解体するんかどうすんなと

いうのは聞いたわな、たしか。それ聞いたんが覚えがあるんで、議事録がどうこうというてそ

んな話しょんじゃねえ、もしそうなっとってやらにゃいけんのになるんじゃったら徳光参与も

おられる、聞いたらわかること。どうしてもせにゃおえんじゃったらやらせてもらうとか理屈

づけというんか、今さら県へ金くれえという話やこできんと思うから、そこらを説明願いて

え。 

 せえで、僕はあえてまた同じようなもんもするんかと。その前のときにはそこへ入れにゃお

えん。またそれも既存で入れていくんかと、おくれたんも。ちょっと確認とりたかったんで

す。 

 はい、作間部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） ただいまいただきました疑念につきましては、経緯とかはわ

かるようにして、また御説明させていただきたいと思います。今すぐはわからないので。 
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○委員（下山哲司君） ３回答弁したら３つとも違うんじゃ、この件に関しては。３回とも答

弁違うんじゃ。無責任過ぎる。 

○委員長（北川勝義君） 暫時休憩します。 

              午前10時40分 休憩 

              午前10時51分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 答弁を求めます。 

○総合政策部長（作間正浩君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 作間部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） 下山委員さんにおわび申し上げます。経緯のある話で、私十

分存じ上げてなかったんですが、実際見に行かせてもらって使えるかどうかっていう話をさせ

てもらって、それをこれは本当に危ないなっていう感じを受けたのは事実でございます。それ

で、こうした予算のほうを上げさせていただいとるということでございまして、経緯でどうい

う判断があって変わってきたのかにつきましては徳光参与のほうから説明させていただきま

す。済いませんでした。 

○総合政策部参与兼市民生活課長（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 徳光参与。 

○総合政策部参与兼市民生活課長（徳光哲也君） 旧備作高等学校の今お手元に写真がござい

ますけども、武道館の解体についてでございます。これにつきましては、下山委員も当初言わ

れましたように市といたしましても購入した後に、取得した後には有効活用するということで

優先交渉権のありますｊＧｎｅｔからの御提案もありまして、資料館として使おうということ

を決めておりました。確かに当時も少し壁にクラックが入っていたということで、ある程度の

費用をかけて修繕をしなければいけないという判断もそのときにいたしておりました。その

後、詳細に他の施設を除去するというようなことを含めまして再度この建物について見ていた

だきましたところ、基礎から傾いていると。鉄骨でございますので、鉄骨は有効利用できるだ

ろうという判断でしたけども基礎が傾いていることから、このままでは壁の修繕だけではもた

ないということから、全面撤去したほうがその後の平地にしてからの有効利用等も考える。危

険除去というのが大きな目的でございますけども、そういう判断をさせていただきまして今回

この撤去費用、解体工事費用を出させていただいたということでございます。 

 なお、県から購入するときには、取得するときには建物全体は無償譲渡、土地につきまして

は委員も御案内にありましたように一部減額をして公有財産管理委員会等で額を決めていただ

きまして、市のほうが購入という形になっております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 
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○委員（下山哲司君） 建物が無償譲渡というのはさっきも言うたように、耐震のねえような

ものを銭出して買えという者はおらん。めえだら億の銭がかかるものが、それをめぐだけがこ

の土地全部より高え。じゃから、その当時から言うとんじゃ。言うとるけど原田部長が県から

来とんじゃけえ県との交渉じゃからというて、それは県が有利になるばあな話じゃろ。じゃけ

ど、そりゃあ市長がこのくらいでというあれで言うからそのときも納得しとったんじゃけど、

後からこんなん出されたら、めえでもろうてえたほうがええんじゃねえんというて言うとるわ

けじゃから。それはまだ僕らが子供のときからある建物じゃから。モルタルの軽量鉄骨じゃか

ら。重量じゃないんじゃから、あっこは、軽量鉄骨なんじゃけえ。じゃから、めえでもろうと

いたほうがええんじゃねえんかと言うたら、多分2,200万円から600万円のほど引いたらそれな

りの銭しかならんから折り合いがつかんからそうしたんかなあと思われてもしょうがなかろ

う。やりょうた者が県の職員じゃし。私は赤磐市のために頑張りょうると言うたけど、せえだ

ったらもっと頑張りゃあええが。渋々承諾しとるもんが、すぐ取って返すって、どういうこと

で、こりゃ。言ようることは無責任だし、知らなんだけんという無責任な話をしてくれちゃあ

いけん。給料もろうて仕事しょうんじゃろ、あんた。ただでボランティアで来とんじゃねえん

じゃろ。そんくれえな気持ちで仕事してもらわにゃあ。わしだって真剣に言ようるわけじゃけ

え、憎まれ口言いとうて言ようる者おりゃへんよ。赤磐市がちょっとでもようなったらええと

思うとるから言うだけで。ものの考え方違うとると思う、あんたら。だから、その辺を踏まえ

てきちっと答弁して納得いくようにしてもらわなんだら、条件つきでちょっと保留にしてあれ

をするとかというんならまだええけど、それはもうめがにゃあいけんもんなんじゃけえめげり

ゃあええけど、予算的にはまた考えるとかいろいろあるじゃろう、答弁の仕方が。その辺をき

ちっと市長を含めて答弁してください。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員、先ほど徳光参与のほうが資料館として使用予定でさせて

もらうというこって、壁とか外壁、側壁をさせてもらうと言ようたんが目視しとったんが、実

際見てみたりしてみたら基礎が傾いとるというこって、これじゃったら基礎からやらにゃあお

えんで、これは当分困るということでやらせてもろうてここで上げたということで設計委託料

等上げたんで、そこらのこともわかってあげにゃあいけんのんじゃねえかと思うんもあるん

と、ただ部長を初め市長のほうもこれから県のほうへ言うて、こういうこともあったんじゃと

いうことも言うていただきてえと思うんで、何らかこのことでお金がいただけるということは

不可能じゃと思うんじゃけど、違うことの側面的なことで応援してくれえというのを頼んでい

ただくというのを、やっぱりそういうような条件じゃねんじゃけどそういうこともしてもうた

り、それからもうちょっと今これ写真を出してくれえというて写真出したらまあこうじゃろう

なあというて言よんじゃけど、大分古い、僕らも本当50年、僕が小学校のときじゃから今その

思いよんがわかるからあえて言わせてもらいよったんで、それをあえて使うというて言われた

から使えるんかなあと思って使うてもらうんなら有効利用してもろうて、できたら同窓会館じ
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ゃとか記念館が残って武道館が残ってほしいというのはやっぱりあるんじゃけど、いたし方が

ねえかなあと思うとんじゃけど、もう少し徳光参与、下山委員もちょっとわかりにきいと言う

たりしょんで、もうちょっと説明してくれて、それから市長のほうからも最後考え方を説明く

ださい。これも早急にやってもらわなんだら困ることになると思うんで、お願いします。 

 徳光参与。 

○総合政策部参与兼市民生活課長（徳光哲也君） 御指摘につきましては真摯に受けとめさせ

ていただきたいと思います。 

 先ほども申しましたように、旧備作高等学校全体の施設を有効活用したいという思いはござ

います。ただ、その中でどうしても危険な状態にあるものにつきましては除去等をしながら、

将来的には今回優先交渉権を得ているｊＧｎｅｔさん等含めまして地域の財産として有効に活

用していきたいというふうに考えております。 

 この写真で見ていただいておりますように、一番上の写真はまだそんなに大きなクラックが

写真では見えておりませんけども、現場では既に窓枠が外れるような状態まで進行していると

いうのも事実でございます。そういうことから今後そういった施設を活用する上では、やはり

危険除去ということが必要かというふうに思いますので、この建物につきましてはそういう方

向で進めていきたいというふうに考えておりますんで、よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員よろしいか。 

 市長。 

○市長（友實武則君） この件に関して、まずはおわびを申し上げます。申しわけありません

でした。 

 この判断が職員の判断と専門家の判断で大きく異なったということが、この今回の発端にな

ろうかと思います。今後こういったことがないよう、しっかりと判断の誤りを重ねないよう正

確に物事を調査しながら判断していきたいということが一つございます。 

 そして、今回の解体によって、これがさかのぼって言えば解体費を差し引いてもらうという

ことにもしかしたらつながっていたのかもしれないという御指摘に関しては、そういうことも

あろうかと思います。今後、岡山県と赤磐市のほうではいろんな交渉事がこれからも続いてま

いります。そういった中で、この反省材料をも訴えながら交渉に入らせていただきたいと思っ

ておりますので、御理解、御容赦のほうをよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 言われることもようわかる。わかるんじゃけど、交渉をやりょうた人

が県から出向してきた人でやりょうたんじゃから、市長は委ねとったんじゃから、それは内容

的には市長に全部腹のうちは原田君がしゃべっとると思う。まだ信じがたい部分が僕らからし
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たらあるから、それは市長にとったらちいとでもお金が要らんほうがええし、安いほうがええ

というのはわかっとる話なんじゃ。じゃから、引き継いで今部長かわられたんじゃから、部長

からして一度は交渉のテーブルにはつけますぐれえな返事してもらわなんだら、それは納得で

きん。交渉はしてみるというぐらいな返事をもらわんと。条件つきで今のように問うというぐ

らいのあれがなかったら、何のためにほんなら今まで言うてきたんかというあほみたいなもん

じゃが。その辺の答弁を一つもろうて、それからのこと。 

○委員長（北川勝義君） 作間部長と言うわけにはおえんが、市長。 

○委員（下山哲司君） いや、それは引き継いどるが。 

○総合政策部長（作間正浩君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、作間部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） 済いません。委員さんおっしゃるとおりだと思いますので、

お話しのほうはもう１回通じさせていただいて、今から割引とかという話は多分望めないとは

思いますけれども、次にいろいろ交渉事は県とありますので、そこでお話しも出させていただ

いて有利な状態にできますように図ってまいりたいと思います。今回はどうも済みませんでし

た。 

○委員長（北川勝義君） 下山さんよろしいか。 

○委員（下山哲司君） ええも悪いもねえ。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、総合政策部を終わりまして、続きまして、総務部関係を

受けたいと思います。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 中川課長。 

 山陽団地の有識者会議はここの中では、これは総合政策部じゃったかな、自分とこじゃっ

た。 

○議会事務局長（奥田吉男君） その他で。 

○委員長（北川勝義君） その他でやるん。 

○議会事務局長（奥田吉男君） はい。 

○委員長（北川勝義君） やるん。ちょっと待って、ちょっと中川課長待って。 

 その他でやるん。 

○議会事務局長（奥田吉男君） 議案ではないのでその他で説明する。 

○委員長（北川勝義君） その他で説明してくれるんじゃな。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 補正については……。 

○委員長（北川勝義君） これその他でやってくれるんじゃな。 
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○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） はい、そうです。 

○委員（下山哲司君） その他じゃからついでにやるということじゃな。 

○委員長（北川勝義君） ついでにやるんじゃなかったん、やらなんだん。結果どうする、山

陽団地のはやらんのんか。その他の議題じゃな、山陽団地は。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 補正予算につきましては300万円上げさせて

いただいておりますが、有識者会議のお話はその他で進捗状況で状況を……。 

○委員長（北川勝義君） 300万円のは聞いてもええんじゃろう。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） はい、どうぞ。 

○委員長（北川勝義君） 同じことになるな、300万円聞きょうたら。 

○委員（下山哲司君） いや、でも予算は予算じゃから聞かにゃあ。 

○委員長（北川勝義君） まとめたほうがようねえ。 

○委員（下山哲司君） でも、その他じゃけえ。審査するもんと……。 

○委員長（北川勝義君） 予算じゃから。ほんなら、僕のほうからあえて聞かせてもらいま

す。 

 この山陽団地の活性化の有識者会議のことについては、先ほど事務局のほうが言いましたそ

の他のほうで説明させていただきたいということでございます。それで了承願いたいと思いま

す。しかしながら、予算上が出ておりますんで、予算上のことでちょっとしたら今あと２回現

在しとんですか、会議を。予算上内容に入るんかもしれんし、今後の計画をスケジュールだけ

をいつまでやるというのをスケジュールが何回までというのがわかったら時期的なもんもわか

ったら大ざっぱに教えていただきたいんと、今まで２回したんが有識者会議の中へ内容までは

入るかもしれんですけど、それ入るつもりもねえんですけど、今後どういうぐあいにして考え

方をまとめて事業を推進していくというようなスケジュールというんか、この会議のスケジュ

ールがわかれば教えてください。何回、何回いつごろするということを、あと。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 御質問についてでございます。 

 山陽団地の活性化の現在……。 

○委員長（北川勝義君） あわせてで。もう１個あわせて。300万円ふえるということは、前

の補正は150万円あったんが300万円ふえるというのはどういう書類を前つくったのいうのがあ

りますが。それもあわせてちょっと。 

 はい、課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 有識者会議のほうを現在４月と５月で２回開
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催をさせていただいております。事業の進捗についてはその他でと思っておりましたが、現在

まちのイメージを皆さんでもんでいただいて、誰もが住み続けたいまちということで、いわゆ

る山陽団地等が今抱えているマイナスのイメージを払拭をしていこうということで、それにつ

いてはいろんな諸課題がございます。ハード的な県営住宅の政策空き家的なものであるとか、

買い物をする施設が全て撤退をされている状況のようなハード的なものもございますし、それ

からソフト面では高齢者の方の交通の問題であったり、子供さんが山陽西小学校の児童数がと

ても減っていっているとか、そういうふうな諸課題がたくさん見えてきております。そういう

中で、有識者の皆さんと今まちのイメージアップっていうものをどうやっていくかっていうと

ころで、当初の骨格予算のほうで150万円いただいておりました分では、そういったイメージ

づくりっていうところを会議を重ねていくに当たって資料の作成をお願いしようと思っておっ

たんですけれど、いろいろなこの議題や課題に対して早急に取り組んでいく必要があるものも

あるだろうということで、ある程度具体的な姿が示せるものが必要ではないかということにな

りまして、我々職員の力、マンパワーでは多少専門的なところも欠けておりますので、その辺

のコンサルティングをお願いするために今回300万円の追加を上げさせていただいておりまし

て、総額で見積もりを取り直しましたところ450万円ほどのコンサル料になっておりましたも

んですから、300万円という数字になっております。 

 有識者会議としましては、庁舎の内部としましては市長が本部長ということで本部会議を進

めながら諸課題の整理をし、早速に例えばソフト的なものが多うございますけども、手をつけ

たいと、手をつけていこうというような施策については順次着手をしていきながら、中長期的

にハード的な分野もいろいろ考えられるんではないかというようなことを並行してやっていき

たいということで、今進めております。年度内に当初の予定では最大８回ぐらいはということ

で有識者会議のほうもお世話になろうかと思っておるところでございまして、その今年度の最

終の一応の目安としては、そのまちづくりの基本構想というものを一つはつくって市民の皆様

にお知らせをしていきたいと。山陽団地だけの問題ではこれはございませんので、赤磐市には

大きなネオポリスというとこもございます。それから、住宅団地ばかりではございません。人

口の減っているところはたくさんほかにもございますので、そういうまちづくりのいろいろな

ヒントになるようなものがこの中で構想としてできればいいなあというふうには考えておりま

す。 

 簡単ですが、以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。大体わかる。 

 山陽団地だけに係ったこっちゃねえ。マイナスイメージも人口減もいろいろあって、プラス

もあったりいろいろあるから、それはさっきも言われたこって高齢者の交通問題、小学生が減

る、それはもう吉井のことを言うたらそんなんどねえなろうで。それはそれでええんじゃけ

ど、いろいろなことを考えていただける。 
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 300万円ふやすいうこって、これ何であえて僕が言ようるというたら、たしか質疑の中で２

カ所の方が入っとるというこって、そこへさすんじゃねえかという話が出たでしょ。それでや

ったんじゃねえんかって。じゃから、あえて質疑の内容があったから質問をあえてさせてもら

いよんで、答弁してあれでえかったんかもしれんのんじゃけど、あえてそれでそういうふうに

聞かせてもらっとん。 

 遠藤課長、内容が300万円、見積もりしてみたら450万円いったんじゃというたら何かちょっ

と納得せんのんじゃ、もうちょいお願いします。 

 はい、課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 何度も申し上げて恐縮なんですけれども、

150万円の骨格予算というのは職員のほうでイメージづくりをしていこうということでござい

まして、有識者会議の第２回の資料を今回も添えさせていただいとんですけど、その中で簡単

な絵などを描いてはみたりしております。やっぱり課題の整理をしたり、それから先進地、先

進的な事例をしっかりと吟味をして、そういったもので山陽団地等赤磐市の中心市街地をどう

いうふうにしていくのがいいのか、あるいはこれから控えている大きなほかの団地の高齢化問

題についてもどういうふうに対処していったらいいのかっていうあたりを、もう少し幅広に専

門的な見地からいろいろな策を得たいということなんでございまして、質疑の中で他の議員さ

んから出ておりまして答弁をさせていただいておりますように、有識者会議には今回東京のほ

うからまちづくりのアドバイザーということで御参加をいただいておりますが、特に経費をお

支払いしているものではございませんが、そこには何かこのコンサル料が回っていくっていう

ことではないかという質疑であったと思います。ですが、こちらの事務局としてはそちらのほ

うにお願いをするということは念頭に置いておりませんので、もちろん公正な入札等の手続を

踏んで業者については選定をしていこうとは思っておりますが、現在の有識者会議で御参加を

いただいているまちづくりのアドバイザーのところでということは、今の事務局のほうといた

しましては念頭に置いておりません。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 僕は全然違うんじゃ、市長、考え方が。さっき言ようる山陽団地の活性化対策有識者会議す

るのは、これは大歓迎でやっていただきてえと、執行部もやってもらいてえと。それで150万

円か200万円か、それは別に何とも思よんじゃのうて、何ともという言い方は失礼なけどええ

と思っとるからやってもらいてえ。他の団地のことじゃ、他の人口減少とかマイナスとか、そ

れじゃったら赤磐市のまちづくりを全体かけてやってもらわにゃ、500万円とか1,000万円かけ

てやりますよと。例えば吉井地区と北部とか東部とか、それから活性化に岡山市に一番近え山

陽に関してやるとかというようにやってもらわにゃあ、これ何か今言ようた僕がもしその質問

しとる議員じゃったら質問する、僕。山陽団地の活性化対策の有識者会議、これなんか吉井の
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ことを言うてくれ、何かおかしい、それにも入れとんですよというような言い方にとれて。こ

こでやるんで、僕はここで150万が50万円追加で200万円いったというんでアドバイザーに金で

も出さにゃおえんのなら、それのほうがかえってきれいなかった、200万円のほうがええと思

った。せっかく今度は500万円なら500万円、赤磐市全体のこれからのまちづくりを考えてやる

ために区長さんも入れたり、コンサルも有識者会議で自由に何とかつくっていくというのはビ

ジョン、僕が部長じゃったらそうする、悪いけど職員じゃったら。そんなちょろげなことはせ

ん。これ山陽団地やるんと、山陽団地の人、僕は別に山陽団地ええとか悪いじゃのうてやっぱ

しそういうことがあるから、たまたま当時のときに僕が山陽団地の有識者会議に出にゃおえん

ような形ぐらいになっとった、１人。じゃけど、僕はいろいろ言って山陽団地から出ておられ

る方が３人ぐらいおられるから、三、四人おられるから話をして、どなたに出ていただきてえ

という話をまとめたんです、そういう意味のことがあって。これが赤磐全体だったら１人じゃ

おえん、もっと出にゃあ、僕も出させてもらうってなってくるんじゃねえか。そこを遠藤課

長、市長、整理せにゃいけんのじゃねえんかと思う、そこんとこは。皆さんどう思うか知らん

が、僕はそう思う。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 発言に誤解が生じておりましたらおわびを申

し上げます。 

 特にこれから山陽団地の活性化について取り組んでいくために関係者の方にお集まりをいた

だき、議会のほうからも山陽団地の御選出の方を議員さんにお一人参加をいただいておりま

す。この山陽団地の活性化について、これから深めてまいりたいと思っておりますが、私ども

といたしましてはその先にあるものを見据えながら、まずこの問題について取り組んでいきた

いということでございます。おわびをいたしまして訂正させていただきます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 悪いとかそんな話しょうんじゃねえ。考え方が違おうっていう話しょんじゃ、僕は。山陽団

地等じゃけえ、等がついたら何でもええわ。山陽団地を活性化するためのということでやっと

るから、それじゃったらえかろうという話をしょうたけど、全体じゃったらまたおかしゅうな

らんか。今回は中の山陽団地だけで言わなあかんというのはおかしいで、そりゃ。 

○総合政策部長（作間正浩君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 作間部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） 済いません、ちょっと訂正させていただきます。 

 山陽団地等活性化っていうことで現在有識者のほうに意見をいただいておりまして、ほかの

地域をスポット当ててやってるわけでもありませんで、まずはここをやりましょうっていうこ

とで、こことまたその周辺の地域の全体を考えた中で岡山市からの入り口となっておりますの
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で、そちらのほうも考えながら交通の問題とか高齢者の問題とか、先ほど申し上げましたいろ

んな問題は共通な部分もあるということで、まずはここの地域の活性化を図ろうということで

検討させていただいておりますんで、まちづくり全体じゃないかっていうところは共通の部分

もあるかもしれませんが、まずはここということで理解していただきたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） わかった、わかった。じゃったら部長、何で300万円ふやしたんな

という、その答えを僕は今求めて聞きょうるわけじゃが、質疑がそれがあったから。いや、ア

ドバイザーには経費とか賃金払いませんよと、善意で来てもらいよんじゃ、ボランティアです

よというような言い方しましたが、答えたんが。聞いたほうはそうじゃなかろうと、ただで来

る者がどこにあらあ、社会経済通念上というて言われて、流れの中はそれができるために金出

すんかというのもげすの勘ぐりかもしれんけど、それに似たようなこと僕もちょびっとそう思

いようたからどんなんかなあと思うて、それがどんだけの、だからどんなことをするんじゃと

いうのを今ここで聞いて、僕が質問した議員じゃったら、委員長報告ありましたかっというて

聞くんです、僕じゃったら。じゃから、どういうことじゃって。それが今赤磐全体をやるよう

なことを言うから、それじゃったらまた予算つけ方が違うんじゃねえかというんと、この

300万円でどこまでやるんじゃと、アドバイザーには払わんじゃけどどんだけやるんじゃとい

うのを教えてほしかったん。 

 答えるのに、委員長報告するのに。 

○総合政策部長（作間正浩君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） 今おっしゃられたアドバイザーの方についてですが、アドバ

イザーの方は議場でも申し上げましたようにボランティアでっていう言い方はちょっとおかし

いのかもしれませんけれども、いろいろなまちづくりにかかわられてきたという実績を持たれ

てるところにお願いして、うちの有識者会議ではこんな意見が出てます。足らない視点なども

あるかもしれませんので、そうした実績を持たれてるところにお伺いして、よきアドバイスを

いただけたらということでお願いしたものであります。 

○委員長（北川勝義君） いや、それはわかったんじゃ、ええっちゃ。だから、300万円のこ

とを言よんじゃ。 

○総合政策部長（作間正浩君） 300万円をそちらのほうへお預けして、より全体を検討して

くださいというお話しは入っておりませんので。 

○委員長（北川勝義君） じゃけえ、その300万円何ならというん、じゃけえ。 

○総合政策部長（作間正浩君） それは、これの基礎といたしまして職員のほうのワーキング

グループでつくりましたたたき台がございまして、それは職員レベルのお話でございますの

で、専門家のお話を入れてつくっていくのに当たって、少しわかりにくい部分、それから課題

解決にもっとこんな方法があるよというような部分、そんなものもアドバイスいただきなが
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ら、わかりやすくするために委託をしていこうかなあと思っているものでございまして、当初

150万円いただいておりましたのは、会議開催費用でありますとか簡単にこの資料をまとめた

りする費用ということで計上しておりましたので、それではちょっと足らないなあということ

でございました。 

○委員長（北川勝義君） ほな、これができて有識者会議でまとまっていろいろな意見が出た

のを資料つくるとかパンフをつくるということの考え方で、それを委託するという考えでええ

んじゃな、300万円というのは。 

○総合政策部長（作間正浩君） はい、そうです。 

○委員長（北川勝義君） 150万円要ったのはイメージづくりを職員でやりょうたというの

は、それじゃあ物足りんからもっと深くという考えで。 

○総合政策部長（作間正浩君） はい、そのとおりでございます。 

○委員長（北川勝義君） それで、別に森ビルでもＪＦＥでもええとか悪いとか、近くには千

里の万博したとこのあそこの竹やぶから万博会場つくって団地つくって、あそこも再開発しと

るがどこでも。大阪でもどこでもそれは別にええ例は何ぼでもある、悪い例もあるし。それか

ら、直原部長が物すげえ率先してやりょうる東京のまちづくりをせにゃおえんという……。 

○財務部長（直原 平君） 公民連携。 

○委員長（北川勝義君） 公民連携、そこを使やあええじゃねえか、おめえ。そねえぼっけえ

おかしげな何か公民連携は使わんでもええじゃねえか。これ勘違いじゃったらあれじゃけど、

公民連携使わんでもええというて、何でそういうとこばあ使うんなというたら内閣府じゃ何と

かというんばあ使うんならという話したら、いやいや、こうじゃねえといけませんというて立

て板に水ぐらいあんた言ようたが。ほんなら、今度はこっち、そういうもんのときに入っても

らえばええんじゃねえか、アドバイザーへ。せえで、今そう思うた。それの関連はええけど、

今そこらが納得いかなんで僕は自分で答えにゃおえんから、やっぱりわかってなかったら答え

れんけん、今そう思うたん。今大体のことは把握できたんで、ちょっとまだ疑問がありまし

た。僕はそれを言いたかった。それ以上はよろしい。またこの後有識者会議のはその他で聞か

せてもらいますけん。 

 他にありませんか。 

○副委員長（永徳省二君） よろしいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、副委員長。 

○副委員長（永徳省二君） 質問させていただきます。 

 300万円がコンサル料というふうに考えてよろしいんですか。 

○委員長（北川勝義君） それはそうとらにゃあ。 

○副委員長（永徳省二君） ですよね。450万円。 

○委員長（北川勝義君） 150万円じゃなあ。 
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○総合政策部長（作間正浩君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） 当初の150万円だけでは会議開催費とか……。 

○委員長（北川勝義君） じゃから、コンサル料は300万円じゃろということじゃ。 

○副委員長（永徳省二君） コンサル料は300万円なんでしょうか、450万円なんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） 300万円じゃねえとおえん。 

○総合政策部長（作間正浩君） 当初の考えでおいておりました150万円プラス300万円の

450万円でこうしたもの全体の委託ということで考えております。 

○委員長（北川勝義君） 言ようることが違うがな、むちゃ言うな、おめえ。それは違う。 

 はい、永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） それで、300万円でも450万円でもいいことはないんですけど、

450万円と仮定しましょう。例えばこれを、私の認識です。私の認識からいうと、本来もとも

とは山陽団地等活性化対策有識者会議があって、それを意見をもとに職員の人たちがそういう

何か活性化する山陽団地の企画書をつくろうとしてたと。してたけれども、なかなか職員の人

でつくるのは難しいと。だから、結局外に投げるという話でコンサル料として契約することに

なるんじゃないかなというふうに認識してるんです。 

 契約するのは私はいいと思うんですけど、コンサル料というのは本当にある意味いいかげん

という言い方したらあれなんですけど、じゃあこんな文書ができましたっていうだけでも、こ

れコンサルなんです。じゃなくて、もし契約するんであれば明らかに目標を立てて10年後には

山陽団地の住民が10％ふえますよとか、５％ふえますよとか、そういう明らかな何か契約のも

とにコンサル契約しないと本当に無駄になっちゃう可能性があるんじゃないかというふうに思

うんですが、いかがでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと悪いけど、さっき言うた答えと違うたらいけん。さっき

150万円は山陽団地等の活性化対策有識者会議をする会議をして賃金じゃとか、それから特に

職員がイメージづくりで使わせてもらうんじゃというようなまとめてつくるんじゃというよう

なことに150万円、しかしそれだけじゃまだいけん、まだもっと掘り進んでいかにゃ、弱者と

か市のというんで300万円委託でつけて、今度は今さっきのことで450万円も400万円もそっち

使うて委託は300万円以上使うちゃいけん、350万円とか、そんなんおかしゅうなってしまう、

それ。さっきのでも説明を一本化してもらわにゃあ。 

○委員（松田 勲君） 150万円使ってないから、それと合わせて……。 

○委員長（北川勝義君） そう言うんじゃけど、今の言よんのと全然違う、それは言うてもら

わなあ。わかるように言うてもらわなんだら。 

○総合政策部長（作間正浩君） はい、済いません、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、作間部長。 
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○総合政策部長（作間正浩君） 150万円がもともとの会議費用とかということじゃなくて簡

単なまとめをしていただくような委託料として考えておったものでございまして。 

○委員長（北川勝義君） 委託料じゃなかろう。 

○委員（松田 勲君） さっき職員がとか。 

○総合政策部長（作間正浩君） いや、それとは違って職員がつくったたたき台がございまし

て、それをもとに……。 

○委員長（北川勝義君） 違う、違う、ちょっと待って、とめにゃあ。 

 150万円の中には職員の有識者のとこへ賃金出すような金も含まれとるが。有識者の賃金払

う金も含まれとるが。ただかな。有識者の賃金が含まれとろうがなというんじゃ、これ。決ま

っとるが、賃金が。 

○総合政策部長（作間正浩君） 報酬の話ですか。賃金は……。 

○委員長（北川勝義君） 報酬六千何ぼ払うようになっとんじゃねえんか。 

○総合政策部長（作間正浩君） それは事務費でございますので……。 

○委員長（北川勝義君） じゃあ、それは入ってねえんか、こん中には。 

○委員（松田 勲君） 入ってない。 

○委員長（北川勝義君） 150万円の中には。 

○総合政策部長（作間正浩君） 賃金というか報酬、旅費の……。 

○委員長（北川勝義君） 会議をするのに150万円の委託料で純粋な職員がする150万円、職員

がつくるのに委託料、職員とか、誰が職員委託料受けるんなあ。むちゃな話をするなよ、おめ

え。 

○総合政策部長（作間正浩君） いや、そうじゃございません。 

○委員長（北川勝義君） 違う、違う、大口さん笑ようるけど、委託料に150万円つくっとっ

て、あんたの説明じゃったらそのイメージづくりを150万円職員でつくっていくというのは、

職員でするのに誰が職員が委託料なんか受けれるんな。 

○総合政策部長（作間正浩君） 委員長、済いません。 

○委員長（北川勝義君） 300万円ふやしたということは450万円……。 

○委員（下山哲司君） まあ、聞いちゃれえっちゃ。 

○委員長（北川勝義君） 450万円の委託料じゃねえとおえんがなと言ようるときに、聞いち

ゃれえじゃねえ、言うたびに違うたらおえんがな。そういうようなことをするけえいけんのん

じゃろうがな、おめえ。委託料するんならこっちのほうの報酬は報酬で賃金つけとんですよ。

150万円つけとったら委託料だけ足らんから、あと300万円で450万円するんじゃというんじゃ

ったら簡単な話が、そうじゃねえ、さっき説明したのはその中の職員がつくるんも入っており

ますというから、僕がじゃからあえて聞きょうんじゃが。それが永徳さんが聞いたらそうじゃ

ねえ、300万円でも400万円でもええという話が、どっちならということを聞きょうる、それ。 
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○総合政策部長（作間正浩君） はい、委員長、済みません。誤解があったらごめんなさい。 

 150万円で当初組んでおったのもコンサル料でございます。 

○委員長（北川勝義君） それは委託料じゃけえそうじゃろう。 

○総合政策部長（作間正浩君） もともとコンサル料で賃金とかというのは発生しておりませ

んで、それは……。 

○委員長（北川勝義君） 賃金は別に報酬でええ。 

○総合政策部長（作間正浩君） ただ、その範疇ではできることが限られておりましたので、

今回周辺の整備も含めましていろいろわかりやすく資料整備、それから優良事例等も含めまし

て職員がたたき台としてつくっていたものだけではちょっと物足りませんので、わかりやすく

市民に示される図とか……。 

○委員長（北川勝義君） 追加の300万円の根拠は何なら。 

○総合政策部長（作間正浩君） 追加の300万円は、当初の考えていたものよりも物すごく広

がってきておりますので、その部分をコンサルしていただけたらということでふやさせていた

だくものでございます。 

○委員長（北川勝義君） それは山陽団地だけのことか。 

○総合政策部長（作間正浩君） 山陽団地と周辺の話です。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、その300万円、150万円で当初しとって、当初が甘かった

ら甘かったで、せえで450万円で３倍になったんじゃけん、どうしてそれになったんなとい

う。それどっかへ見積もりとったんじゃろ。それじゃったら今直原部長がやりょうた交流しょ

うる会議をしてくれえという、そっちのほうを使やあええんじゃねえんか。同じこっちゃろ

う。使えりゃあなあ、ええことなんじゃけん。 

○委員（松田 勲君） 回数がふえたんじゃろ、８回か何かに。 

○委員長（北川勝義君） いや、８回は初めから８回じゃ。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 少し整理をさせていただきます。申しわけご

ざいません。 

 有識者等の会議に関する事務費については、別途予算をいただいております。150万円につ

きましては、若手職員がつくったワーキンググループの報告書をもっともう少し職員の力で脚

色をして、まちづくりのイメージアップになるような資料をつくっていこうということで、た

だ有識者会議を８回予定をしておりますから、その会議のための資料の作成などをお願いをし

ようということで組ませていただいておりました骨格でございましたので、組ませていただい

ておりました。お話をいろいろ進めていくうちに、具体的なことっていうのはあれなんですけ

ど、例えばハード的な事業を絵姿として事業の計画などを少し設計というんですか、ハード的
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なものを検討していくっていうのについては、もう少しコンサルティングが必要であるという

ようなお話もございました。山陽団地やその周辺でこの活性化をしていくためには、主にはそ

ういう具体的なある程度ハード的なものを整備をしていく、インフラはかなりできておるとこ

ろなんですけれども、そういうものを幾らか御援助いただけないとなかなか難しいんじゃない

かと。 

○委員長（北川勝義君） わからん。頭悪いんじゃろう、わしもそげなこと好きでようしょう

たけどわからん。委託で……。 

○委員（下山哲司君） それは、求めるもんがまだわかってねんじゃから。 

○委員長（北川勝義君） 委託でするというてハードするやこ、委託のハードやこう。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 済いません、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 当初予算が甘かって、当初しょうるのが今皆有識者会議してみたら

甘かって甘いから、こんだら追加でもっとあれをせにゃおえんからこんだけ予算がついたとい

うんじゃったらわかるけど。 

○委員（松田 勲君） 審議の中で……。 

○委員（下山哲司君） 市長、市長。 

○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） 済いません。いろいろ説明が行き届きませんで申しわけございませ

ん。私のほうから少し整理させていただきますので、よろしくお願いします。 

 当初の予算で150万円、これはこの有識者会議の中でコンサルというふうに言いましたけど

も、内容的には例えば議事録おこしとか、それから簡単な図表をまとめたりと、そういう軽易

な作業を想定しておりました。そして、有識者会議が今都合２回行われました。その議論を聞

いている中で、この専門の方々が入ってきていろんな建設的な意見も言っていただいておりま

す。その中でこの意見に応えていくためにはある程度、例えば都市計画の専門、あるいは建築

士の専門家、こういった方々に検討や、それから資料作成をお願いしていかないと、この有識

者会議が実のあるものになっていかないと困りますので、そのための補助的な役割をお願いす

ると、専門のコンサルタントにお願いするということを目指して、そのためには300万円が必

要だということで今回補正を上げさせていただいたものでございまして、コンサル料とかそう

いう言い方するとわかりにくいので、先ほど私が申しましたような形で考えてまいります。 

 それから、市全体の例えば永徳委員が言われたようなことに対しましては、これも昨年に作

成いたしました赤磐市の総合計画あるいは総合戦略、市全体として人口をふやすための施策を

ここに議論したものがございます。これに従って各種の施策が今実施されているところです

し、これからも計画的にそういった事業が展開されてまいります。そういったものとは一線を

画して今回この山陽団地に特化した議論をしていこうということでございます。議論の中で

は、山陽団地の地域を越えて山陽団地を活性化するために周辺に例えば拠点を整備するとか、



- 33 - 

そういうふうな議論にも及んでまいります。そういったことから、山陽団地と周辺の地域とい

うような言い方をしておりますが、目的は山陽団地に活性化をもたらす、そういったことから

さまざまな検討をしていく、そういったところで今回お願いしていこうとするものでございま

す。御理解のほうよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 市長、悪いけど山陽団地だけが赤磐市じゃねえんじゃから。僕が議

員になって山陽団地にはこうこうじゃから擁壁も建ちょういうて何千万円の金もかけてきた、

補助金もろうて、金かけてきた。悪いけど何やかんやしてきとる、やりょうる。人口が減るの

やこう吉井町過疎化になって複式になっとんやこうようけあらあや。それができずにおってか

ら、ああじゃあこうじゃあというてええ格好ばあ言われな。あんたら山陽大事じゃったら山陽

だけやられえ、これから。憤慨する、言い方は悪いけど。選挙対策かもしれんけど、選挙対策

じゃねえわ、こっちは選挙対策しょんじゃねえ、嫌われることも言よんじゃから。きょうも下

山さんと同じ意見言ようた、また気が合うたと言われたら気分悪いけど、下山さんじゃねえけ

ど苦口も言よんじゃ、言いとうねえこともこりゃあ。選挙対策だけで上手言うんじゃったら何

ぼでも言わあや。ごまばあすってから、顔見たらこんにちはって言ようりゃあええから一番楽

なわ。言いにくいこともできんこともできんと言よんじゃ。 

 ただ、ちょっと考えてほしいのは、当初がこうやるからこんだけのこまかったんがもっと大

きゅう考えていこうということをやるというのは、それはよう理解できた。当初が150万円じ

ゃったんが甘かったけえ300万円ふやして450万円になったんじゃと。全部使うかどうなるかわ

からんけど、さっきの備作高校と一緒。前の・・か何か知らんわからん岡山県何とか建設団と

かというのを・・がこしらえとる。そこがまた、削除しといて。そこのがまた解体工事、入札

へ出すんじゃろうがな。ふざけたことを言うな。そんなでたらめなことをやり過ぎじゃという

ことを言よんじゃ。性根を持ってやってくれえと言よんじゃ。そうじゃなかったらいけんと言

よんじゃ。 

 片や今度は周辺のことじゃと言うけえ、全体は市長、それは大きい赤磐市の総合計画、総合

計画っておめえ、この山陽団地のことと全然違うわいや、全体の話と。眠てえ話をせられな。

第２の今度はネオポリスがなるからというて……。 

○委員（下山哲司君） まあ、委員長……。 

○委員長（北川勝義君） そういう話は違うって。ちょっと黙っとって。 

 全然話が違う話と、悪いけど総合計画立ったけどそれとはまた全然違うこっちゃから、これ

も総合計画の一環の中へ入っとらあや、当然。入ってねえか、山陽が。山陽団地のこと入っと

るじゃねえか。また、なおかつしていきょうるわけじゃろ、山陽団地のことを。それはこれで

ええんじゃ。ふえたんじゃったら僕は別にこれが450万円が妥当なかどうかというんじゃね

え、そういう質問が出てきてアドバイザーというのには賃金払いも何もしません。今言ようり
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ゃあ、アドバイザーがええ意見言うてくれて今度は設計をする者も要ったり建築士も要りまし

てというて、何じゃかんじゃというて言ようるが。言ようることは支離滅裂じゃねえかという

んじゃ。悪いけど、僕知っとるとこも大阪で千里ニュータウンでもいってやった開発した人も

おる、そりゃあ。そんなん何ぼでもおる、ごろごろ。学識経験者、悪いけど岡大が失礼ないう

て、岡大は優秀なとこ。同志社まで皆集まってやりょうるけえ、大阪。ようけあるんじゃ、そ

ういうようなことは。じゃけど、その中で僕は誰が考えてもそういう名前あえて出とるけん森

ビルさんやこ出たりＪＦＥ出て、無報酬で来て、東京から来て、岡山来るんが何のために。僕

だけじゃねえ、ほかの人が言うた議員じゃのうて、僕もそういうなの不思議なから、何らかの

ハードがついてくるからできることになってくるんじゃねえんか。何もねえのに来んよ、慈善

事業かな。そんな話じゃねえが。じゃから、そりゃ将来的にはそこになるんかもしれん。今ハ

ードはのうても。そこまでのアドバイスももろうてハードも要るんじゃとか、それはちょっと

どうもようわからんようになり出した、わしやりょうんが。こんなこっちゃったらやってもら

わんでもええんじゃねえかと思うて。 

 今言ようること、別に問題をめぎょうんじゃねえんよ。どうも説明によう納得できん。遠藤

課長の言ようることもわからんことはねえ、わかりよるけえ黙ってこっちいうて両方わけわか

らん。市長じゃ余計になおわからんようになって、どうもようわからん。 

○委員（下山哲司君） 委員長、新しいもんじゃけえ、その辺でとめとこう。広げずに。 

○委員長（北川勝義君） そりゃあ皆さんがええと言うんじゃったら、皆さん……。 

○委員（松田 勲君） 要は150万円で足りんからプラス300万円……。 

○委員長（北川勝義君） 違う、違う、じゃからそういう説明を150万円じゃ足らんけえ、こ

れやってみたら足らんからこれやらにゃおえんけん。ハードの設計士が一級建築士も要った

り、そういう話のアドバイザーの人が言うたから入れにゃおえんというて、それでふえるとい

うのはおかしいという話をしょうるわけ。アドバイザーがおめえ東京からじゃのうてアメリカ

から来てくれるアドバイザーじゃったら、どうすんな金が要って。 

○委員（下山哲司君） 生まれるか生まれんかじゃから、やってみてもらわにゃあ。解体工事

とは違う。 

○委員長（北川勝義君） 解体とは違う全然、趣旨の話をしょうる。それは、僕が夢を持っと

るけん何か。じゃけど、何遍も夢やかすみを食うては生きていけれんから。会社もかすみ食う

て生きてねえ。どっかでメリットとっていくからしょうんじゃ。これが資本主義じゃが、これ

が何もせずにおめえそんな話があるわけねえが。じゃから、そういう質疑が出たんじゃがな。

これがかえってきれいにアドバイザーのほうへも報酬を払うんですよというて言うたほうがあ

っさりしとんじゃ。払わずにいくけんおかしゅうなって、せえでアドバイザーが言うてくれた

って、建築の皆建てるハードのことも言うてきた、そんなん要るんじゃ、それ要る、そういう

ような話をするけえ何かおかしな話になってしまう。 
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 今言いよる下山さんも松田さんも、ええよそれは違うんじゃけんというけん。そうじゃね

え、今もうはやハードの話をしょうんと一緒じゃが。ハードも要るけえというて絵を描くとき

の。 

 今そう思いましたんで、あんたらが納得やけ、僕はわからん。もう一遍、市長でもええ、部

長でも説明をもう一遍してください、ゆっくり。聞かせてもらうから。どちらでもよろしい。

市長でも部長でもよろしい。 

 はい、作間部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） 済いません。わかりづらくてごめんなさい。 

 150万円は当初で予定しとった額でございまして、議論が進んでいく中でいろんな分野の話

が深く出てくるようになりました。当初職員でもんでた基礎のワーキンググループの案ってい

うのを逸脱して結構話が広がってきております。最初は職員で出したような案でまとめようと

してたんですけれども、有識者会議で出てきたいろんな案を実際に有効であるかどうかという

検討もありますし、先ほど言われたように有効な先進事例もあることから、そういったものの

紹介もいただきながら基本構想としてまとめるときにいっぱい広がっておりますので、当初よ

りはできることが広がっていくということの中でそれを150万円じゃちょっと無理だったとい

うことで、おっしゃられたようにそれを300万円足して450万円でやらせていただくんだという

ことでございます。済いません。 

○委員長（北川勝義君） ようわからんけど、よろしいわ、皆さんがええ言やあ。じゃけど、

予算というのは当初簡単に思うて、当初予算のつけ方が甘かったんで、今度はまた話してきた

らもっと厳しゅうなってやってきて３倍になったんじゃというて言うんじゃったらええ。当初

予算の３倍になる予算やこ知らん。赤坂の認定こども園の入札と一緒じゃ、むちゃくちゃじ

ゃ。そんなむちゃなことどこへあろうで。 

 僕はもうよろしい。あとの方はよろしかった。僕はもうよろしいです。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ……。 

○副委員長（永徳省二君） 済いません。 

○委員長（北川勝義君） はい、永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） 済いません。先ほど私が質問したことにお答えいただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） 答えは450万円じゃが。 

○総合政策部長（作間正浩君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、作間部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） 人口が10％、10年でふえるとかというお約束のほうはなかな
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かコンサル入れたからお約束できるお話じゃございませんで、目標としては活性化ということ

で今検討しておりますので、当然委員言われたようなことも結果としてついてくることになる

かもしれません。それで、今高齢者が多いということで世代交代として若い人が入ってこられ

るようなまちづくり、活性化っていうことも念頭に置いておりますので、結果的にはそうした

ことがついてくるかもしれませんが、10％必ずふえますとかそういう約束は今のところできる

ような状態ではないと考えております。 

○委員長（北川勝義君） 永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） いわゆる活性化っていうのは何をもとに活性化するのか、何をし

たら活性化なのか、そこの判断基準がないと何の判断もできません。これがいいのか悪いの

か、できたのかできてないのか、判断基準はどこで活性化を判断されるんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） 活性化というのは人それぞれ捉え方が違いまして……。 

○委員長（北川勝義君） そういう返答をすな。そういうのは返答になりゃへんがな。 

○総合政策部長（作間正浩君） 今私が申し上げたように、若い人が入ってきて地域活動が活

発になるとか、指標にするとすればそういったことが考えられるかなとは思っております。 

○委員長（北川勝義君） 永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） もしもそうだと仮定したら、若い人たちが何名入ってきたら達成

ですよというふうに目標を決めれるじゃないですか。そうすればいいんじゃないですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） 有効に人数のほうは決めることは難しいとは思いますが、今

八千何ぼから五千何ぼに3,000人ほど減ってきた現実がございますので、これ以上は減ってい

かないようにというのを最低限でも考えていきたいとは思っております。 

○委員長（北川勝義君） 永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） 最後に回答は結構なんですけど、要は450万円かけて全く無駄な

コンサルされてもお金捨てるだけなので、そういうことがないようにぜひ今お話ししたように

何らかの歯どめ、目標をきちっとした上で契約されたほうがいいかなあと。450万円を無駄に

使わないように、ぜひよろしくお願いできたらというふうに思います。 

○委員長（北川勝義君） そういうこっですのでよろしゅう。 

 はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 部長、１つだけ言うとくけど、前にも市長にも言うとんじゃけど、県

が政策的につくった団地なんじゃから。後の尻拭きぐらいの援助はしっかりしてもらうように

な。ようその辺をな、さっきの代償じゃねえけど、頑張ってやってちょうだい。もうそれしか

言いようがない。 

○委員長（北川勝義君） 市長、部長な、わしちょっと生意気なことを言うんじゃけど、本読
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みょうてもな、いろいろ暇なから読む、新聞。よそのニュースも聞いたりしょうたら、皆さん

が思いよるようなんとは違う概念があっておったりするんでいろいろ。よそは30年間とか20年

間家を新築して建ったら、家賃を月々５万円払いよったら15年後とか、20年後には無償でそれ

をあげますというて言うとこもあるわけ。そしたら若者が定着するんもあるわけ。それをする

のは山陽団地だけの話じゃねえ、赤磐の全体をやらにゃいけんでしょうというて、市内のこと

ばあ中心にやりょうるけえ、例えばというたらそういうような政策を赤磐市長が方針として立

ててやるべき話なんじゃ。ここのような山陽団地の活性化というんとまた違う。じゃけん、も

っとわかりやすう当初は簡単なこのけえな親方をつくるんじゃったんじゃと。このけえな薄い

ぺらぺらじゃねえけど、それが実際やってみたら有識者会議で物すごう２つの近隣の市町が言

われた、岡山市とか近隣市町村を入れたり考えてやらにゃおえんで、瀬戸駅のことまで一緒に

考えようじゃねえか、そういうことも交通弱者の足とかいろいろなことになったからもっとぴ

ちっとしたのをコンサル入れてやりてえから、コンサル料が３倍にもふえたんじゃというふう

にしてもらわなんだら、ようわからんのじゃけど、そこら今思うたん、僕は。 

 それから、市長が言ようるいろいろなことは全体のことは赤磐市全体で考えてもらわにゃ

あ、山陽団地ばあすんか、山陽団地だけしてくれえというて言いとうならあな、はっきり言う

て。要らん余談のこと、山陽は喫茶店とかガソリンスタンドとか飯屋とかといったら50軒でも

100軒でもある。吉井町やこありゃへんで。飯屋も１軒ぐれえしか、時間も５時になったら閉

まる。この間店ができて本当できん。それは何でかというて合併したけんじゃ。赤磐市が真っ

暗じゃ。評価額だけ一番高えわ、ここと変わらんぐらい。むちゃくちゃな、そんなこと。市長

候補の人が言ようられたがな。費用対効果で吉井は１割もらわにゃ意味ねえというて、費用対

効果おえんというて。じゃったら、固定資産税も１割下げというて、税金も下げえというて言

いてえ。それが山陽だけ。それだけでも考えてもらいてえと思うた。不満はぎょうさん、それ

は全部してから皆ええとはなりゃあへん。ほんなら、あんたもおえにゃあ山陽団地かネオポリ

ス来いというたらわしも行くで、そりゃあ。考え物じゃと思うて。そこのとこ僕の意見じゃけ

ん返答はええけど、今僕が言いたかったのは150万円したけどもっと幅が広うなったけん、そ

ういうふうになった。何か委員長報告でも答えにきいんじゃ、何かよう言よることが要約して

言うてほしいんじゃ。そうせなんだら委員長報告わしよう書かんような気がして。 

○委員（下山哲司君） ええがん今しゃべっとるのをまとめりゃあ。 

○委員長（北川勝義君） しゃべったのをまとめえというて、ようまとめりゃへんわい、要ら

んことを。 

 はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） 済いません。いろいろ意見が出てると思うんですけど、説明もあれで

すけど、先ほど永徳委員さん、副委員長が言われたのも一つはあると思うんです。ただ、コン

サルタントの人がこれをいいものに結果を出せるようにつくるわけじゃないと思うんです。だ
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から、有識者会議の中でいろんな意見の中を出したものを、それをコンサルタントの人がいろ

いろ資料をそろえたりまとめたり、そういったことをされると思うんです。だから、150万円

で足りんからプラス300万で450万円でやるからには、やってよかった８回やるにしても本当に

目に見えてさっき言った効果が本当に図れるような、活性化がどういうところへ図れるかとい

うのはなかなか難しいとは思うんですけど、本当それがもとになって、この１年後、２年後、

３年後にまた本当にいいものができるように本気でやっていただきたいなあと思いますんで、

よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） それは松田さんが言うたけん、松田さん、僕委員長が言ったら要ら

んことをまたついでに。 

 30年後とか50年後は第２の山陽団地、ネオポリスがなるんじゃ。そのときにできたコンサル

が、おお生きたなあというのをしてくれときゃええけど、それはなるまあまだ。 

○委員（松田 勲君） いい見本になるように。 

○委員長（北川勝義君） なるまあ。それは難しかろうと思う。まあ、答えはええ。 

○委員（松田 勲君） 取り組んでいただければと思います。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。要らんこと言うた。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければこれで終わりたいと思います。 

 皆さん、ちょっと早いけど休んで、半ぐれえから始めさせてもらおうか、どうしょうか。い

こうか。 

○委員（下山哲司君） 時間までしてえて、せえで１時からに。 

○委員長（北川勝義君） 続きまして、総務部の説明をお願いします。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） それでは、くらし安全課の補足説明を行います。 

 総務部資料の１ページをお願いします。 

 まず、防犯対策費の補正で、歳入につきましては予算書８ページ、説明資料８、９ページで

ふるさと応援基金の確定により財源更正を行うものです。歳出につきましては予算書９ペー

ジ、説明資料12、13ページで、電気料の燃料費調整額の高騰により補正を行うものです。この

ページの下に表を載せております。これは、現在市が管理しております防犯灯の数を各防犯灯

の区分と地区によって分けて載せておるものです。この全基数についての電気料を市のほうで

払っておりますが、大半の契約はメーターをつけていない定額の契約としており、ＬＥＤにつ

きましては10から60ワット、蛍光灯につきましては40ワット、水銀灯につきましては100から

500ワットと幅を持った機械によっての契約となっております。この中で特にワット数の大き
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い水銀灯につきまして、今回大きな値上げになっており、１基当たり年間で3,000円以上の値

上がりということになりましたので、ほかのものの値上がりも含めてここで計上させてもらっ

ております。 

 続きまして、２ページをお願いします。 

 防災費の補正でございます。災害発生に対応するために委託料を増額するものですが、予算

書につきましては13ページ、説明資料16、17ページに載せております。内訳につきましては３

つの委託料がありまして、１つ目として防災マップの作成委託料、これにつきましては現在平

成20年に配布した防災マップの残り部数が少なくなったもの、また掲載している情報の更新が

必要なため２万部作成し、各戸及び集会所などに配布するものです。これには県が告示をいた

しました土砂災害警戒区域を明示することとしております。 

 ２つ目としまして、業務継続計画作成委託料でございますが、これは下の図を見てもらいま

すと大規模災害の発生時には通常業務に加えまして災害応急対策業務、それと災害復旧復興業

務、そして発災後の他の新規発生業務を行う必要がありますが、限られた人、物の中でどの業

務を優先して行うのか整理を行うものです。また、この業務の整理を行う前に市長不在時の代

行順位を地域防災計画で決めておりますが、妥当性を見きわめたり電気、水、食料の確保をど

のようにするのか、また行政データのバックアップなどについての検討についても行います。 

 続きまして、３ページをお願いいたします。 

 ３つ目としまして、被災者支援システム委託料を計上いたしております。被災者支援システ

ムは、昨年の熊本地震のような大規模な災害が起こった際に被災者の生活再建支援を行うため

のシステムでございます。この図の下段に四角に囲まれた内容に書いております住民基本台帳

と連携することによりまして、発災後には速やかに罹災証明書の発行、義援金の給付管理など

を行います。また、上の丸に囲まれた各種管理、倒壊家屋の管理であるとか仮設住宅の管理等

もこのシステムの中で行うことにしております。 

 総務部の説明は以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 総務部のほうから説明が終わりました。 

 委員の皆さん、何か質問ありますか。 

○副委員長（永徳省二君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） ２ページの防災マップの件で質問です。 

 今赤磐市のホームページから防災マップを見ますと、桜が丘が真っ二つに半分に分かれて、

目の前の防災避難所が見えない状態ですよね、御存じですよね。これ次にこれで防災マップつ

くられるんであれば、目の前の避難所が見えないような防災マップは掲示されないようにして

いただきたいなというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） そのようなことも地図をつくる際には検討しまして、近隣

の避難所等わかるようにしたいと思います。ちなみに現在、その地図に載る中での範囲の中は

載せてると思うんですが、その辺をもう少し範囲を考慮したいと思います。 

○委員長（北川勝義君） これはある意味仕方がねえんかもしれんけど入れりゃええ、どんな

んかの。 

○委員（下山哲司君） わかっとったんじゃろう、言うてあげにゃあ。 

○委員長（北川勝義君） もうえかろう、それは。 

 １点、１ページの水銀灯のことなんです。山陽は363基、熊山は102基、赤坂と吉井は１基ず

つ。吉井はどこ、場所、赤坂どこ。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 済いません。今この１基がどこかというのは把握しており

ません。 

○委員長（北川勝義君） おいおい、ちばけなおめえ。聞けやおめえ。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） はい、調べて。 

○委員長（北川勝義君） 支所長おるんじゃねえんか。支所長来てねえんか。どこなん。吉井

はどこなん。まさかおめえ知らんとは言わさんでおめえ。山陽は何ぼなん、どこなん。熊山は

どこなん。熊山もおるんじゃけえ熊山どこなん。知らんのんか。 

○熊山支所長兼市民生活部参与（入矢五和夫君） はい。 

○委員長（北川勝義君） おめえ、102あるんで。102のうち１個ぐれえ知っとろうがな。 

○熊山支所長兼市民生活部参与（入矢五和夫君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 入矢支所長。 

○熊山支所長兼市民生活部参与（入矢五和夫君） 熊山は水銀灯102基ございます。 

○委員長（北川勝義君） どこへあるん。 

○熊山支所長兼市民生活部参与（入矢五和夫君） 県道沿いの水銀灯が県ではなくて市が管理

しとるものが多うございます。 

○委員長（北川勝義君） 県道、県にさせえ、県に。そねえな無駄遣いしてくれて。何でこう

いうこと言ようるというたら、今下山さんが、吉井の庁舎入るとこぐれえじゃねえかなあ、１

基そのけえじゃねえかなあと、赤坂もそのけえじゃねえかと思う。3,000円１基当たり上がる

んじゃろう。100万円からおめえ熊山や山陽が上がって赤坂や吉井は3,000円しか上がらんのん

じゃろう。せえで、それも聞きょうりゃあ山陽はどこをやったんか知らんで。県道やこうする

んじゃったら県道は県の管轄じゃけえしてもらえ。市の管轄をせにゃおえんのじゃねえんか、

市は。何でこういうことを言ようるというたら、ＬＥＤのとか防犯灯がある中で吉井やこう通
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学路はしちゃるとか、中学校が通学路になっとるから無償でつけますと。通学路じゃねえけえ

つけませんというて真っ暗な、山陽のネオポリスじゃったら、例えばここの山陽じゃったら歩

きょうたら電気持ってのうても歩けるがな。吉井の辺、周匝が明るいけど、周匝でも今ごろ７

時半とか８時ごろ電気なしじゃあ歩けれんで。もちろん奥じゃったら、例えば黒本みたいな、

歩けれんよ、真っ暗で。それは通学路じゃねえからというて中学生が使ようらんからというて

うちら言われた。前中学生が行きょうたけど中学生が行きょうらんからそこ通りょうらんけ

え、中学生が行かんから防犯灯払えませんというて、区で払うんじゃったらよろしいけどとい

うて区で払いよんのもある。ほんならもうやめようかというて。これだけの犠牲があるのにち

いたあ分け隔てのうしてくれえ。ちいたあ何ぼかあってもええんじゃねえんか。もう通学路じ

ゃねえといけんのんですというて切られたんじゃけど。切られても仕方ねえ。徳光支所長、ほ

んまで。通学路じゃねえって切られて。 

 じゃけえ、これちょっとぐれえしてくれにゃあおえんのんじゃねえん。節約するんじゃった

ら岡山県みてえに節約してくださいよ、ぴちっと。岡山県はアダプトの事業でも、最初の当初

は看板をアダプトの視点でええ看板つくった。２年目からお金がねえから出しませんっていう

て県は一切出さない。したかったら自分らでしてくださいで。大体２万5,000円かな、３万円

ほどじゃな。くれても２万5,000円、１年間。きのうもその話を。北川さん、あんまり距離が

長えからもう１個分けてくれてもよろしい、分けりゃあへんというて、もう２万円、３万円も

らうことに小汚えことするもんかと言うたんじゃ。草ぐれえ刈らあ言うた、ここらでも、草生

でも物すげえ長えわけ。それも草刈りしょうるわけ。知らんもんが見たら好きでしょんかいう

て、防犯灯もつかんようなとこで。こんなことをちょっとぐらい考えていただきてえと思うた

ん。１基3,000円から上がっていくのがええとか悪いとかけちをつける、今さら言うんじゃね

えけど、県道のとこは考えにゃおえんのじゃねえん。中川課長、どねえ考えとん、県道のとこ

へつける。それは通学路じゃけえつけるけえかな。通学路じゃねえとこはつけんの、この差は

どう考えるん、教えてください。 

 はい、中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 県道につきましては、県道の改良新設時に防犯灯の水銀灯

をつけたものを市で電気代を払うということで、そういう約束のもと灯をつけていただいたも

のが主だと思われます。そういう中で、その約束を履行するのに現在も支払っているというの

が現状でございますので。 

○委員長（北川勝義君） そりゃあ現状か知らんけど、道路改良しょんの地元が、水銀灯じゃ

のうてＬＥＤでもせられえ安いのに、こんなむちゃなことがどこへあろうで、3,000円から１

基上がる。熊山だけでもおめえ30万円から上がる、電気料金が上がるんじゃろう。上がるのが

で、年間の。そんなことやこ考えにゃ平等じゃねえがん。せえから、県が言うたから県へ言わ

れえ、用地買収協力せんでもええんじゃ、それじゃったら。このぐれえしてもらわにゃ県道の
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それせにゃおえんのんじゃが。市道じゃったら市がすりゃあええんじゃ。むちゃくちゃじゃが

な、あんまり激し過ぎらあ。それは考えにゃおえんで、ちょっと。 

 市長、大変申しわけねえけど支所長がどこへしとんか知らんというて熊山の支所長だけ、入

矢だけ、どけえありますというてぱっと、県道ですというて、県道だけじゃのうてほかのとこ

もあろうがな。まあ、ええけど。そねえ言われたんじゃけえ。把握してくれえよ、赤坂と吉

井、１個ずつしかねんじゃけん。 

 じゃけえ、ほんまこういうようなんを直してほしいと思う。言い方は悪いけど。市長、この

けえぐらいどこをしたというような把握してください。それから中川課長、課長も把握しとか

にゃいけまあ。高うなるんじゃというて。せえで、できたら市長どう考える、これ。ほんまに

県道がしとんやこもＬＥＤとか高えかもしれんけど、高うてもかえていくべきじゃねえん。僕

は隣の美咲町、特に旧柵原町、あそこはすげえよ、ほんまに。色がオレンジがええなあと、オ

レンジじゃのうて今度は水色で何か違うてしたら、オレンジよりこっちのほうが虫も来んで今

度は環境にええんじゃというてすげえなあと思うて、美咲町にはほんま柵原に感心して。 

○委員（下山哲司君） 桜が丘東じゃろう、102て。 

○委員長（北川勝義君） 知らんのんじゃ。 

 そこらも考えて。今102というのはどこじゃったん、熊山。 

○熊山支所長兼市民生活部参与（入矢五和夫君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○熊山支所長兼市民生活部参与（入矢五和夫君） 102は桜が丘は県がされとると思います。 

○委員長（北川勝義君） どこなん、102は。 

○熊山支所長兼市民生活部参与（入矢五和夫君） その他の県道。 

○委員長（北川勝義君） 消防署の前やこうずっとあるとこ、実盛さんとこの前の辺か。 

○熊山支所長兼市民生活部参与（入矢五和夫君） あの辺の白いやつです。黄色のやつは県が

交差点でされとると思います。あと、熊山橋も県が管理をされています。 

○委員長（北川勝義君） ＬＥＤは何ぼぐれえとるん。ＬＥＤはつけたら何ぼとるん。設置

が、１基が。地元は負担金１万円ほどもろうてからするんじゃけど。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） この水銀灯に関する……。 

○委員長（北川勝義君） 水銀灯のこと言よんじゃねえ。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 水銀灯に同じようなＬＥＤをかえるとなると、地元でつけ

る２万円足らずのお金では当然足らんのですが。 

○委員長（北川勝義君） じゃけえ、何ぼならというて聞きょんじゃがな。何を聞きょん。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） はい、済いません。額については今すぐに返答できません



- 43 - 

ので、１基当たりの……。 

○委員長（北川勝義君） 仮に５万円としても、極端な話じゃけど100かえても500万円じゃ

が、５万円にするって極端じゃけど。電気代が30万円も40万円も上がっていくようなことを、

もとの定額もあって上がるんじゃったらＬＥＤは安いんじゃから、それのほうがええんじゃね

えかと思うて。うちら吉井町へ来て。誰とは言わん職員が、うちのほうで職員が通学路じゃね

えといけんのんじゃというてぼっけえ偉そうに、ほんなら切れ切れというて区でせなおえんか

らというて大分とっとんもあるん。それだけ倹約しとるわけなんじゃということを言よん。市

はもう腹が立ってくる。山陽や熊山じゃというたらやれやれというてしてやってくれて、吉井

の辺じゃったらつけるなつけるなというてむごいなあ。これは友實市長、優しい市政じゃねえ

な。何か厳しい市政運営じゃな。何かそねえ思うた。 

 以上、よろしいです、答えは。 

 １時まで休憩、１時までええ、どうしよう。皆どんな。 

○委員（大口浩志君） 継続じゃあ思やあええんじゃろ。 

○委員（下山哲司君） 継続継続。 

○委員（大口浩志君） 今の。 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、悪いけど皆さんどんなですか、12時40分ぐらいにさせて

もろうてもよろしい。時間が。皆さんよろしい、職員の皆さん。 

 ほんなら、12時40分から再開します。 

              午後０時１分 休憩 

              午後０時40分 再開 

○委員長（北川勝義君） それでは、再開します。 

 それでは、引き続き総務部のほうの質問がありましたらお願いしたいと思います。 

 それで、先ほど言うとりましたが、ぜひ防犯灯のことで要らんことを言ようたんですけど、

水銀灯が高えというていろいろ背景がつけたんもわかるんですが、また今後市の施策として１

基当たりが年間3,000円高うなるというたら本当お金が大変なことになるんで、ＬＥＤ化にか

えれるとか安いのにかえれるようなら今後地元のこともあろうけど、会議なりで話をしていた

だいてそういうふうに進めていただきてえと思うんで。市長、あえて中川課長が手を挙げられ

よんじゃけど、場所によってねえとこと10基と12基ぐれえやったらええけど、１基と400基と

か300基とかというのは差が激しいから、それは公平性のことを思うたら考えていただきて

え。それは合併以前のことじゃろうと思うけど、考えてください、そこのところ。これ意見で

すから。 

 中川さん、何かあったか。 

 はい、中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） まず、午前中の金額のことをよろしいでしょうか。 
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 今現在水銀灯がついてるものをＬＥＤにかえる場合、250ワット相当の水銀灯につきまして

は条件によりましてかわりますので、10万円前後の取りかえ費用が必要となってまいります。 

 それと、赤坂における水銀灯の設置位置は西軽部アグリ前の童話交通公園の中に設置した水

銀灯。 

○委員長（北川勝義君） どこ。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 交通公園がアグリの前に、県道向かいに。 

○委員長（北川勝義君） ああ、看板灯のか。わかったわかった。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） はい、看板のある公園に１基と、吉井地区につきましては

周匝変電所横、中学の横ということで地図の上で確認させていただきました。 

○委員長（北川勝義君） その辺のとこは変電所が出せというんじゃが。 

○委員（下山哲司君） 給食センターがあったとこ。 

○委員長（北川勝義君） そうじゃ、今作業所ができとる。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） それと、交換の件について現在もこのように交換はしてい

るんですが、現在球の切れたものはもちろん、それと頭部を支えるブラケットの点検も随時行

っております。それによってふぐあいのあるものについては取りかえるということでＬＥＤに

かえていくようなことでやっております。 

 以上です。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 市の管理の防犯灯の番号がある。鉢巻きして番号。あれは電気代払い

よるのと払ようらんのとのどのぐらいあるん、数が。 

○委員長（北川勝義君） 中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 済いません、電気代を基本的にはもちろん全て払ってます

けど、ここの表にある分が市が払ってる分、またこれと同じぐらいの3,000基ぐらいが地元で

払っていただいているものというのは、今市にある防犯灯です。 

○委員（下山哲司君） それでわかった。ええよ。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○委員（松田 勲君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） ３ページの被災者支援システムの委託料の件なんですけど、これの新

しいシステムをソフトか何かシステムを入れられるんですか、導入されるん。前、万が一のた

めにクラウド化になってると思うんですけど、このシステムをどこに入れるんでしょうか。本

庁舎の本庁の中のどれかに入れて、もし何か例えばこの本庁舎の問題ありますけど倒壊したり

とか何かあったとき、もしあった場合、このシステムが作動しなくなるんじゃないかという心
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配があるんですけど、その辺はどんなんでしょうか。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 現在どこに設置するというのは、この業者等が決まってど

こに設置するかを決めますけど、委託をするときの仕様としてはクラウド化をするような項目

として入れます。入れる予定の金額です。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） ということは、本庁舎のどっかに入れたとして、もし被災に遭ったと

してもクラウド化されてるからよその支所からとか引っ張ることができるん。そういうことは

一応可能ということでよろしいんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） 中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） はい、可能にする予定です。 

○委員長（北川勝義君） はい、大口委員。 

○委員（大口浩志君） １個戻って業務継続計画作成委託料の中に優先的に実施すべき業務を

特定するとともに云々くんぬんというて、執行体制や対応手順云々くんぬんというて書いてあ

るんですけど、例えば今こちらにいらっしゃる前３人の方が連絡がつかない、来れないという

想定はすぐできると思うんですけど、その後に１番、２番、３番ぐらいの人は御自身が認識さ

れとんかどうか、自分がかわりに司令塔になっていく順番の１、２、３番ぐらいは認識を皆さ

んされとんでしょうか。もし、なかなかそれが全体統一ができてないのであれば、この計画と

ともに司令塔がその時々でどなたになるんかというのも再確認をあわせてしといていただけた

らと思いますが。 

○委員長（北川勝義君） 中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 現在地域防災計画では市長不在の場合の職務執行代理者と

して、副市長、教育長、総務部長とそこまでの順位を決めております。しかし、この業務継続

計画を策定する段におきましては、より細かく各部門でどういうトップが次に誰が来るか誰が

来るかというところまで策定していきたいと思っております。 

○委員長（北川勝義君） 大口委員の言われよるのは、それはわかっとんじゃけど、その後の

１、２、３はわかる、その後ろの人やこうわかっとんかということを。じゃから、例えば中川

課長、次はわかるんじゃけど、中川課長の次の次ぐれえはもう頭へ入れとんかということ、本

人。 

 はい、中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 書き物としては、防災計画に載ってる総務部長までの第順

位３位までしか載ってませんので、そこの皆さんについては把握されてると思うんですが、そ

れ以降については今現在起こったとなると発災時のそのときの対応になってしまいますので、
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それについてもこの業務継続計画で……。 

○委員長（北川勝義君） それは中川課長、僕は防災があろう、災害があるが、台風とか大雨

とか警報が。そのときに第１次非常配置とか第２次とか第３次しとるが。昔のこと吉井でしと

った第１次、それで第２次とか皆表をつくっとるが。今大口さんが言われたような話がもしね

えんじゃったら、そのけえぐらいはつくっとって配付しとかにゃおえんわ、できたら。 

 はい、中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 済いません。非常体制時には各部における体制を部長をも

とに主体の配置を決めておりますので。 

○委員長（北川勝義君） いやいや違う違う、これにはできてねかろうということの、ねえと

言うたが、部長以下。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 配置については皆にも周知は表によって、配置このように

なるということは周知しております。 

○委員長（北川勝義君） しとん。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 市民生活部であるとか総務部であるとかおのおのの部署で

どういうことを行うという業務分担を現在でも決めております。 

○委員長（北川勝義君） わからんようになったが、わしがわからんようになってしもうた。 

 大口委員。 

○委員（大口浩志君） ごめんなさい、私の言い方が悪かったのは申しわけないです。 

 今おっしゃられたように市長じゃ教育長じゃ総務部長は想像つきます。ですけど、地震とか

を想定した場合、例えば来れない、連絡がつかないというのを大分想定はされると思います。

そうなったときに各個々人が誰々がいないときには俺が全体の指示、部じゃなくて全体の指示

を自分がせなあかんのんじゃっていう認識を持つようなこともあわせてやっといてくださいと

いう。やっぱり幾らすごい計画ができても、実際にそれを動かすのは組織論で言えば消防長の

ところが一番でしょうけど、誰が指示するかが明確になってないと組織は動かないと思うの

で、その点を並行してやっとってくださいというお願いです。 

○総務部長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 

○総務部長（前田正之君） ありがとうございます。 

 先ほども課長が説明したとおりで、市長不在のときの順位というのは副市長、教育長、総務

部長ということで当たっております。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとマイク、ええげに言うてくれ。 

○総務部長（前田正之君） それから、それに基づきまして実際は非常体制、非常の特別警戒

体制、警戒体制、注意体制といった対応を順次防災計画の中で定めておりますので、そういう

形でやっております。 
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 また、それ以上の非常事態、不在のようなことを想定いたしました私たちのこの今赤磐市で

は、いわゆる部長級の建制順というんがありまして、総合政策部長を初め、ずっと順位があり

ます。行政組織上の。そういったものを順次繰り上げてそういったものに当たるというような

認識をそれぞれ部長級持っておりますので、そういうような考えの中で非常事態のときには対

応していきたいというふうな思いを持っております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければこれで総務部を終わりたいと思います。 

 続きまして、財務部の説明を執行部のほうから説明願いたいと思います。補足説明がありま

したらお願いします。 

○財務部長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、直原部長。 

○財務部長（直原 平君） 財務部のほうの資料をごらんになっていただきまして、１ページ

をお願いいたします。 

 １ページに今回補正第２号の項目５項目ございます。金額等上げさせていただいております

が、予算書はいずれも９ページでございます。それから、予算説明資料のほうは歳出につきま

しては12ページから13ページということで、ごらんになっていただけたらというふうに思いま

す。税務課と管財課の関係でございますので、課長のほうから説明をさせていただきます。 

○税務課長（末本勝則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、末本課長。 

○税務課長（末本勝則君） それでは、税務課から御当地ナンバープレートの導入について補

足説明をさせていただきます。 

 財務部資料２ページをごらんください。 

 この事業は、まち・ひと・しごと創生総合戦略の重点施策であるシティプロモーションの推

進事業の充実強化の観点から導入を行うもので、事業内容は50㏄以下の原動機付自転車を対象

にオリジナルデザインを用いた御当地ナンバープレートを作成し、来年春からの交付開始を予

定しているものでございます。なお、県内の導入状況につきましては資料のような状況となっ

ておりますので、ごらんください。 

 以上でございます。 

○管財課長（小坂憲広君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 小坂課長。 

○管財課長（小坂憲広君） 管財課からの補正予算説明させていただきます。 

 まず、赤磐市専用封筒印刷製本費の増額補正43万5,000円になります。財務部資料は特につ
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けておりません。内容につきましては、封筒、専用封筒、隔年で作成しているもの角２の封筒

が３万4,000枚、長３の封筒が４万1,000枚の予定をしております。なお、以前御意見いただき

ました封筒のデザインの見直しなどについても今回考えながら行っていきたいと考えておりま

す。 

 続きまして、公民連携計画策定支援業務委託料216万円の増額補正でございます。 

 財務部資料の３ページ、お願いします。 

 こちらにつきましては、公共施設等総合管理計画事業を進めていく中で、赤磐市内の公共施

設のマネジメントを推進していく上での修理改造を施すリノベーションまちづくりを中心とし

た公民連携基本計画を策定していくための専門家の支援を受ける業務でございます。基本計画

では、赤磐市の公民連携の基本的な考え方や事業資本の具体的な内容、それから民間団体や民

間事業者との連携、協働推進していく上でのルールや仕組みづくりなどについて全市的な認識

の共有化を図ることを目的に策定するものでございます。 

 続きまして、その次の本庁舎耐震改修施設調査等委託料1,286万6,000円の増額補正でござい

ます。資料４ページ、５ページに載せております。 

 まず、４ページからお願いします。 

 これは、本庁舎の耐震性の確保、狭隘化、ユニバーサルデザインへの対応不足、老朽化した

施設、設備等の改修などを総合的に検討するための調査でございます。業務の内容につきまし

ては、次の５ページのほうにお示ししていますように庁舎の課題整理、それから建築物劣化調

査、庁舎機能と再配置計画、耐震補強、非構造部材補強、電気、給排水、空調改修などの施設

整備計画、施設整備概算積算、それから工程計画、ライフサイクルコストの検討、計画書の策

定など専門的な調査業務を外部委託するものでございます。スケジュールとしましては、今年

度末までの予定としております。 

 それから、次に最後になりますが、桜が丘西１丁目倉庫解体工事費454万2,000円の増額補正

でございます。これにつきましては、財務部資料６ページをお願いいたします。 

 桜が丘西１丁目37－10にありますプレハブ式の倉庫、延べ床面積が113平米でございます

が、場所につきましてはちょっと地図が小さくて申しわけございません。資料の下の左側に載

せております可真上山陽線、桜が丘のほうに上りまして一番最初のところを右に入った前の桜

が丘の清掃センターに上がる道になりますが、その途中の右の奥になります。こちらにありま

す倉庫の解体でございます。こちらにつきましては、大和ハウス工業から以前寄贈を受けたも

ので、現在は市が倉庫として使用していますが、老朽化によりまして既に破損している箇所も

あり、今後既存建物としての利用計画もなく、地震や強風などにより近隣への危険性を考慮し

まして建物の解体撤去を行うものでございます。 

 財務部からは以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 
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 委員の皆さん、何か質疑がありましたらお願いしたいと思います。 

 はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） 済いません。 

 まず、御当地ナンバープレートの件なんですけど、他市が結構やってるのはびっくりしたん

ですが、これは具体的に来年の春ということになってますけど、これはデザインとかというの

はどういうふうに決められていくんでしょうか。公募をしたりとか特定の人が決めるとか何か

いろいろあると思うんですけど、どういった形で計画をして春に向かってやっていくのかその

流れを教えていただければと思います。 

 それと、今赤磐市の50㏄バイク、大体どのくらい台数があるのかわかれば教えていただきた

いと。 

 それから、庁舎の関係でございますが、本庁舎の耐震改修施設調査等委託料となっておりま

すが、この前の質疑の中にもこの話が出ておりました。一応確認なんですけど、これは耐震あ

りきじゃなくて耐震改修、そして建てかえも含めた中で調査をして、最終的に結論に持ってい

くというふうでよかったんです。一応確認なんですが、その点お願いしたいと思います。 

○税務課長（末本勝則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、末本課長。 

○税務課長（末本勝則君） まず、デザインの関係についてお答えいたします。 

 デザインにつきましては、特に公募という方法は考えておりませんが、今現在ナンバープレ

ートを製作している製作会社がございますが、こちらがデザインについても案を示してくれる

というような話を聞いておりますので、そこの業者と相談をしながら赤磐市のマスコットキャ

ラクターあかいわモモちゃんと、それから市の景観などをモチーフとしたデザインにしていき

たいというふうに予定をいたしておるところでございます。 

 それから、50㏄以下のバイクでございますが、平成29年度の登録台数では2,107台というこ

とになってございます。 

 以上でございます。 

○財務部長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、直原部長。 

○財務部長（直原 平君） 耐震の委託料につきまして、施設調査ということでお答えしたい

と思います。 

 耐震ありきなのかということでございますけど、耐震につきましては昨日も地震があったわ

けでございまして、昨年の熊本地震の発生を受けてこの本庁舎の。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って。 

○財務部長（直原 平君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、直原部長。 
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○財務部長（直原 平君） この本庁舎の耐震性の確保、これを最優先の課題ということで考

えておりまして、５ページにありますように先ほど課長が説明いたしましたが、３の事業の内

容といたしましてさまざまなものを総合的に調査の中に織り込んでおるものでございます。こ

の中には、一応そこに書いてありますように建てかえ、耐震補強、こういった工程計画等も盛

り込ませていただきまして、この調査結果を踏まえて耐震化等の改修に向けて最終的な判断を

し、結果が出ましたら議会へもお諮りしたいということで思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 松田委員。 

○委員（松田 勲君） 委員長、済いません。 

 ナンバープレートに関しては大体わかりましたけど、これ最終的に税務課で決めるんです

か、それとも市のトップで決めるんですか。その辺がちょっと。我々にはいつごろ、もう結果

しか出ないんですか、それとも何個か案がある中でどうでしょうかという案のこともするんで

しょうか。その辺わかれば教えていただきたいのと、それから耐震の件なんですけど、これ５

ページを説明を聞くと耐震しかないような、建てかえとは一応書いてるけど、これ建てかえの

見積もりとかもするんですか。大体建てかえしたらどのくらいするかとかというのを出さない

と、これ結果耐震にするか改修工事するか建てかえするかというんが判断できないと思うんで

す。これの中で言うと何か耐震を中心にしか出てないから比較のしようがないと思うんですけ

ど、その辺いかがでしょうか。 

○税務課長（末本勝則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、末本課長。 

○税務課長（末本勝則君） デザインの決定方法ですが、税務課サイドで独断で決めるという

ようなことは考えておりませんで、できれば内部組織で、まず恐らく数パターンのデザインが

出てくると思いますので、その中で少し選考も含めて、また議員の皆さんにもそういったもの

をお示しするということも考えられるかと思いますが、そのあたりについては今後検討させて

いただきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○財務部長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 直原部長。 

○財務部長（直原 平君） お尋ねの件でございますけれども、見積もりは入っております。

現庁舎の耐震化、長寿命化が可能か、またどういった工法が要するに経費の節減と建物の機能

維持につながるのか、またその費用はどれくらいなものなのか、そういったことを総合的に調

査していただき、判断させていただこうと思っております。入れております。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 
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 松田委員。 

○委員（松田 勲君） わかりました。ナンバープレートの件なんですけど、例えば最近学校

のモデルチェンジとかあるんですけど、そういった中で３パターンあったら３パターンをファ

ッションショーみたいな形で出して、その中で生徒に人気投票という形でやったりもしてるん

です。せっかく当地のナンバープレートを出すわけですから、やっぱり決まったよとぽんと出

すよりは市民に関心を持っていただくためにも、何かそういったことを工夫が必要ではないか

なあと私は、せっかくやるんならそのほうが。例えばホームページで見せるとか広報で見せる

とかして、アンケートをとれる形でするとかという形のほうがいいんじゃないかなあと思うん

ですけど、いかがでしょうか。そういったこともあるんじゃないかなあと。 

 もう１個の件は、直原さんが出しますと言われたんですけど、これはじゃあ、そういった建

てかえか耐震か改修かを含めて、その案が大体いつごろ我々の前に見せていただけるんでしょ

うか。教えてください。 

○税務課長（末本勝則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 末本課長。 

○税務課長（末本勝則君） 今デザインの件ですが、委員おっしゃるようにほかのまちでは実

際インターネットのホームページで公開して人気投票を行って、投票数の多かったものを採用

したというような事例もあるようでございます。先ほどの選定方法と一緒に含めまして、これ

もそういった方法をとれるかどうかということについてまた検討させていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

○財務部長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 

○財務部長（直原 平君） ５ページに大体今後の業者選定から計画策定ということでスケジ

ュールを上げさせていただいております。財務部といたしましては、３月までにいろいろな資

料の提供をいただき、判断をさせていただき、できるだけ早い時期というか３月の議会のほう

に上げさせていただけたらなあというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員、よろしい。 

○委員（松田 勲君） よろしい。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○副委員長（永徳省二君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） 御当地ナンバープレートの件なんですけれども、対象が2,100台

ほどということなんで、台数そんなにないですよね。こっからの希望者っていうことになるん

で。例えばの話ですけど原付の二種だったでしょうか、125㏄以下まで広める予定みたいなの
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はないんでしょうか。 

○税務課長（末本勝則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○税務課長（末本勝則君） まずは50㏄でやってみたいというふうに考えております。それ

で、その50㏄の人気度っていいますか、皆さんが興味をしっかり持っていただいて、ほかの車

種のものについてもということになれば、これもまた今後そういったことも展開していくとい

うことは想定していきたいと思いますが、当面は50㏄以下でお願いしたいと考えております。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○副委員長（永徳省二君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 他になければ財務部終わりたいと思います。 

 続きまして、教育委員会のほうに入りたいと思います。 

○教育総務課長（安本典生君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、中川課長。 

○教育総務課長（安本典生君） 教育総務課、安本です。 

○委員長（北川勝義君） ごめん、間違うた。失礼失礼、失礼しました。 

○教育総務課長（安本典生君） それでは、教育委員会の補正予算のうち重立った事業につい

て説明をさせていただきます。 

 予算書は７ページをお願いいたします。あわせて教育委員会資料１ページをごらんくださ

い。 

 まず、歳入予算でございます。14款国庫支出金、２項国庫補助金、７目教育費国庫補助金、

６節教育総務費補助金1,685万円の補正につきましては、吉井中学校プール整備事業の２期分

新規工事に対する学校施設環境改善交付金の内示による計上をさせていただくものでございま

す。 

 続きまして、予算書８ページをお願いいたします。 

 21款市債、１項市債、８目過疎対策事業債、１節過疎対策事業債１億4,310万円の補正につ

きましては、吉井中学校プール整備事業の２期分新規事業の地方負担分の財源として過疎対策

事業債を計上するものでございます。 

 続きまして、13目合併特例事業債、１節合併特例事業債３億6,750万円のうち1,850万円の補

正につきましては、小中学校空調設備整備事業の財源として計上をさせていただくものでござ

います。 

 予算書13ページをお願いいたします。 

 次に、歳出補正でございます。 
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 10款教育費、１項教育総務費、２目事務局費、13節委託料3,950万4,000円の補正につきまし

ては、吉井中学校プール新築工事設計監理委託料2,000万円、2,000万円の中には地質調査委託

料も含んでおります。あわせまして小中学校空調設備整備設計委託料1,950万4,000円を計上す

るものでございます。 

 予算書14ページをお願いいたします。 

 10款教育費、３項中学校費、１目学校管理費、15節工事請負費１億4,000万円の補正につき

ましては、吉井中学校プール新築工事請負費を計上するものでございます。 

 予算書はそのままで、教育委員会資料は４ページをお願いいたします。 

 10款教育費、５項社会教育費、２目公民館費、15節工事請負費534万6,000円の補正につきま

しては、西山公民館屋根防水工事を計上するものでございます。 

 教育委員会資料の５ページをお願いいたします。 

 ５ページから補正予算の参考資料といたしまして、赤磐市立小中学校プール整備計画をつけ

させていただいております。平成28年４月に決定した赤磐市における教育用プールの管理運営

の基本的な考え方に基づき、学校教育活動の支障のないよう水泳授業の実施の確保並びに教育

水準の公平性の確保と教育施設の均衡を図るため、市内小中学校のプール整備計画を計画的に

進め、自校のプールで伸び伸びと水泳ができる環境を整備する計画をまとめたものでございま

す。６月補正では、吉井中学校プール新築工事につきまして４月に内示を受けた国の学校改善

環境交付金とあわせまして、過疎対策事業債を財源として整備をするための予算、プールの新

築工事、設計監理委託料、新築工事費を計上させていただいております。 

 また、11ページからは、赤磐市立小中学校空調設備設置計画についてでございます。 

 全児童・生徒が快適な環境で学習ができるよう平成29年度から31年度までの３年間で空調設

備を設置する計画をまとめたものでございます。平成29年度は設計、平成30年、31年度に設置

の計画とさせていただいております。６月補正では、市内小中学校の空調設備整備設計委託料

を計上させていただいております。 

 教育委員会からは以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 教育委員会のほうから説明が終わりました。 

 委員の皆さん、質問がありましたら質問を受けたいと思います。 

○委員（下山哲司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 今プールのがあったんですけど、前に総務委員会でもろうとった資料

の市内の中学校各年の水泳授業実施回数。教育長にも一般質問で質問して途中でやめてここで

やると、こういうことでお話ししとったんじゃけど、中学校の生徒はことし今82人かな。来年

は何人になるんかな。 

○委員長（北川勝義君） 手を挙げて言え、おめえ。 
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○教育長（内田惠子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（内田惠子君） 済いません。来年度まだ集計しておりません。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 教育長が集計しておりませんというて、こういうような話が出るのは

わかっとる話なんで、この前一般質問した後に地元へ帰ったら教育長の話が多々あったんじゃ

けど、非常に人気が悪い。それは城南小学校だったときの３年間のことを言われるからじゃろ

うと思うんですけど、私が質問したのはそのときから考え方が変わりましたかと言うたら少し

変わったという。少し変わったぐらいじゃったら、教育長するのはちょっと難しいんじゃねえ

かなあというふうに私はそう思うんです。 

 そういう中から質問するんですけど、まずこういうものを出す前には中学校の生徒の推移ぐ

らいは頭の中に入れて対応してもらわんと、全く対応してくださっとることにはならん。認識

が足りない。教育長になったんですから、前の教育委員長をしょうられたんだから、教育委員

会会議でいろいろ話をせられたという前教育長報告があったんで、そういうことが頭の中にな

い教育委員長と言われたら、この前一般質問のときには前と今と体制が変わったという形のも

のの報告もいただきましたが、一番大事なのは何か。地元で心配しとるのはプールじゃないん

です。小学校がなくなる、中学校がなくなるという心配をしておられる。だから、そのことに

対して認識が全くなされてない。今の一言でそう思うんです。じゃから、そういうことにつけ

てこれだけの資料をつくらせてえて部下に、出された以上は教育長自体が認識してえてもらわ

にゃあ。全く話にならん。 

 中学校の存続を心配するような地域に対して、全くそういう認識がなければ教育長は務まら

んと思うんです。小学校は仁美は当面継続しておりますが、いつまで仁美も続くか私も心配し

ております。そういう中で、子供がどういう年度で推移をしていくんか、そういう認識もなし

にこういうのを上げてくること自体が全く無責任じゃと思うんで、その答弁ください。 

○教育長（内田惠子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育長。 

○教育長（内田惠子君） 大変失礼いたしました。人数的には来年度、平成30年度から32年、

向こう３カ年70強、その後70弱、68で53というように保ちつつ減少傾向にあります。小学校の

統合問題、少人数による統合問題も出ておりました。いろいろ検討した結果、統合問題が起こ

らないように今後特色ある地域の中での学校の存続ということで統合は考えず、現状の小学校

維持という方針を立てました。ということは、上がってくる中学校、人数が少なくなってもや

はり統合とか廃校とか、そういうように考えずにその学校で少なくとも生徒が通ってくる限り

は自校プールでの水泳授業を考えたいというふうに考えて上げさせていただいたものでござい
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ます。 

 以上です。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 話はそういう話で当然で当たり前の話なんです。今前にいただいとる

資料、１年生だけが５人年間５日使うという説明でした、前。プールを使用するに当たって学

校の先生がプールを掃除したり、水ためたり、それから使わない期間の９カ月の水をためた管

理、そういうことを考えたときに今度はまた人数が減れば、これ減るかもしれない。５教科の

うちの自分の思う教科でというのがあるんでしょう、プールも対象で。そういう中でそうやっ

て子供が減ったときに本当にプールが必要なのかと。だから、そんなことよりは、もっとやっ

てもらいたいことがたくさんあるというのが地元の要望なんです、それが。それが何かという

たら地元の学校があそこで小学校、中学校、小学校は６学年あるからなくならんと思うんです

が、中学校が今の推移でいったら50人を切るのは目に見えとると思うんです。そういうときに

果たして中学校が３学年で成り立つかなあと。 

 この前も野球があって新聞に出ておりました。読んだ人、吉井も出てましたが、この３年生

がいなくなったら次の年度は野球部が編成できない。知っておられます。どんなに子供がつら

がっとるか。そういう一番大事なことを忘れてプール、プール。もうどんだけプールのことで

エネルギーを今まで割いてきたか、前教育長が。何でそんなにプールにエネルギーを割かにゃ

ならんのか。もっと本当に子供が求めとるものに力を割いてやるべきだと教育長なら思うんで

すよ。あなた前も教育委員長でしょう。そしたら、ずっとわかっとるはずなんです、内容的に

も。それが全く私たちには伝わってこないんです。でプール、プールって。どんだけ資料つく

るんですか、毎回毎回。そんなに５人のために力を注がにゃあならん、本当に注いでほしいと

こには注いでもらえない。子供の気持ちが本当にわかっとって物事をやっておられるんか、考

えられとるんかというのを教えてください。 

○教育長（内田惠子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育長。 

○教育長（内田惠子君） 先ほど５人のためにというここに10ページに出ております資料は、

水泳の回数で５回という回数でございます。文部科学省が示された指導要領の中に体育、そし

て水泳という領域がある限りは、水泳授業は継続しなければいけません。それも頭に入れてお

ります。 

 もう１点は、先ほどからの説明もありましたように、Ｂ＆Ｇ一般客との利用によるいろいろ

な支障が出てきているということを考えていろいろと検討してまいりました。支障が出てきて

いると、支障がない限りという前提が崩れたためにプールのあり方について考え方を検討し、

改めて新しい今後の管理運営の方針を示して、その全体の小中学校のプール環境の整備の一環
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として吉井中学校のプールの新設を上げさせていただいたものでございます。 

 これを上げたいきさつには、やはり教育の中でプールが使えなくなったら小学校のプールあ

るいは近くの公園のプールというのが以前は示されていましたが、クラス数の多いところでは

それが可能とはなりません。そう考えたときに、結局授業ができなくなるということが懸念さ

れました。その考えのもとに自校プールで、やはり水泳授業ができるような環境整備をしてい

かなければならないのではないかと考え、昨年、昨年度末あるいは本年度になって今後の管理

運営の方針を自校教育用のプールを活用することを原則とするという方針に改めたわけでござ

います。その方針の変更のもとに一環として上げさせていただきました。 

 以上です。 

○委員（下山哲司君） 委員長、よろしいか。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 今一般の方とバッティングしてという、一般のその使ようる方にお聞

きしたんです。中学生が使うてもろうても全く支障はない。もし使われるんだったらその時間

外せばええことじゃから、こういうて一般の方の使いよる方はそういうて言われるんです。だ

から、教育委員会がバッティングするからいけんという理由にはならんと思う。 

 それから、前の教育長にも言うたんですけど、教育長御存じか、岡山県内でプールのない中

学校何校ありますか。御存じですか。 

○教育長（内田惠子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育長。 

○教育長（内田惠子君） 正確な数は把握しておりませんが、近隣では備前市、それから瀬戸

内市等プールを使用していない学校があるというのは把握しております。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） ですから、私が言うのはプールありきの話じゃなしに、もっと大事な

ことがこんだけ力割くんだったらあるんじゃないかと。絶対にプールしちゃいけんとは言よう

らへんのです。必要ならすればええんです。だから、優先順位が違うじゃろうというて地元の

人は言うん。してくださることの優先順位が違うじゃろうと。地元が優先的に考えとることを

やってほしいと、そういうて皆さんがＰＴＡの方も言われるし、おじいさん、おばあさんの方

も言われる人のほうが多いんです。だから、大事なそういうことに対して教育委員会が地域か

ら皆さん出られとって、そういう委員会においてそういう話ができない教育委員会なら、教育

委員会の値打ちがないじゃないですか。そういうことが委員会としてやっていただける教育委

員会にしてもらわんと、ただ教育委員会、国の法のもとである教育委員会法のもとである形だ

けをしょうるということになってしまう。 

 なぜ私いろいろそういうことでお聞きしたんだけど、ここで教育長のあり方が変わったんで
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すよね。一番何が基本で本当に変えたのは、中身はと聞いたら、地域に特色がある教育をとい

うのが前提にあるらしいんです。じゃから、市長部局と教育部局が要するに最近教育委員会制

度のほうの力が少々今の文科省ももめよるけど、流れが変わってきとるらしいんです、お聞き

すれば。それがええ例が保育園と幼稚園が昔は絶対だめだったん。今手を結ぶんです。だか

ら、そういう時代の流れが変わってきょうる時代に沿うた教育をもう少し真剣に、そういうこ

とのを一から変えてもらいたい。何でプール一つにこねえこだわるんか。 

 私はじゃから、プールする前にそういう通学の皆さんの困っとることとか、それから生徒を

少なくその地域にしないようにはどういう方策があるとか、いろいろ考えてやってもらいたい

んです。それが今の教育部局と市長部局が１つになって今度はやれる時代が来たんでしょう。

来たらそういうふうに頭を変えてもらわんと、この前一般質問の後に帰ってからかなり反響が

ありました。少ししか変わってない。少しは変わったという。その少ししか変わらなんだとい

うのが皆さん不安に思うんです。時代に合うたやり方をやってもらいたいというのが。 

 ですが、プールに関しては私は賛成はできませんけど、ほかの人に反対せえとは言いませ

ん。言いませんけど、もう少し教育長としてなられた以上は今までの教育委員長のものの考え

方じゃあ務まらないと思います。最近任期途中で２遍かわられとんで、おまえのせいじゃと言

われた人もおるんですけど、それだけ僕は真剣に考えよんです。子供好きじゃから。じゃか

ら、子供とも話しますし、父兄とも話しますけど、もう少し地域に密着した。桜が丘なんかは

放っとっても生徒ふえるんです。ですけど、減ってくところの教育はどうするんなら。こうい

うことでもう一つ答弁をいただきたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと教育長待って。 

 下山さんが言うのに僕意見両方違うから、僕は下山さんにむちゃばあ言うなあという話から

前回のときにつつじ祭りがあったときに、下山さんが言うた何か新聞に出とってプールをやる

というのが出とって、たしか市長も覚えられとる。たしか原田議員も来られとって、それから

澤議員も来られとったか、つつじ祭りのときに、作業所祭り。ええことなったというて言われ

て、いや違うんでえ、今度は下山さんは反対しょうんでというたら、何というてそこへ来た者

皆怒られて、親もおられた子供も中学生も来られとった。それで、この間ので下山さん何か、

下山さんが反対しょうる人がおるというたら、反対しょうるのはおかしいんじゃないんかとい

うて僕は父兄とも話したし、子供も話した。子供は小学校行きょうる者、今度は中学生なって

ようなったという話から、それから話したのは今まで聞いとった中の話の中でええ悪いという

て。別に下山さんうそをつきょうると思わんけど課題が多いというて、どっか誰と言うた誰が

言うたって。それ教育長が悪いけんと言われて、教育長でプールがどうこうというんじゃのう

て、学校教育の考え方が変わったりという本質的なことや有利な財政がもらえるからやるとい

うんで、だめじゃったら否決すりゃよろしい。 

 じゃけど、それ通園対策が違うとか、それは通園対策のこと言いますよ。してくださいと、
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今津山へ行きょうんのが非常に多いから津山へ行きょうる子が大分おると言うたんか、十何人

おると言うた。してほしいというて、それは僕ら言われました。５月28日の川掃除のときに僕

のことへ来てはっきり北川さんお願いがあるんじゃと言われました、堂々と。それはそれもせ

にゃおえん。しかし、そのころにはプールできるのはええこっちゃ、それから今度は学校対策

もしてくださいよ、高校とかというのも言われた。じゃから、それは順番が違うかどこが違う

か、それは個々の考えじゃからあるんじゃけど、これ市長初め、教育長もはっきり言うてもろ

うて、やるんならやる、やらないならやらないときちっとやってください。一つの意見で言わ

れてああじゃこうじゃというてとやかく、今全員を調査してください、どっちが勝つか。本当

にやってください。吉井中学校卒業生とかこれから入る子、父兄さんに。誰がどう言うたか。

ある人が言いました。大抵皆言うんです。ある人が言うた、誰が言うたとか。内田教育長が考

え方が悪い、ちょっと変わった内容が悪かった。どこがええか僕３年間あなたとつき合ようる

けどようわからんのんじゃけど、どこがえかったか悪かったというのはわからん、なんかどう

も気になる。別に内田さんが気に入る気に入らんじゃねえ。僕の親族も学校しとる、プールも

持ってしとる。しかしスイミングを行かしょうるとこもある。それは相当地元も特色出してや

ろうと。 

 それで、これはまたいろいろな教育委員会の中で僕も総務おらしてもろうて話聞いたときに

は、学校教育というのはどういうことならというたら、何が大事なんならというたら、学校教

育って公平にやらにゃおえんって、どっこもやらにゃおえんというこってという話をせられ

た。それで、まして聞いていったら今度は磐梨とか桜が丘が今度は赤中がめげていくようにな

る。今度はプールはやらんのですな。少のうなるて。プールができたから人口がふえる、生徒

がふえる。プールをやらんから人口が減るというてそんな話じゃねえと思うんじゃけど、ほん

ならプールせなんだら人口はふえてくる。人口が少ねえとこはプールせんでもええんか。例え

ば、それでこれから言うんじゃったら下山さんの言うた意見のほうが正しいとか正しゅうねえ

という話じゃなく僕は僕の考えで言わせて。よう調べてください、もしそれだったら。下山さ

んが言うたことが根拠がなかったらおえんから。僕のように根拠があるから言ようるから。僕

は名前今出せというたら会うた人の名前出せますから、言うてもらわにゃ、それやってやるん

じゃったらうそを言よん。どういう説明の仕方、聞き方なんです。聞き方がえかったか。プー

ルするんがええか、通学対策とどっちがええんなあというたら選択の選ぶときがあるかもしれ

んし、聞き方もあるんです。だから、もしこれがだめじゃなくてもし仮に１回目否決されたと

きでも、そのときの甘んじて教育委員会、執行部が考え方をぴちっとまとめて今度はこういう

ことを考えてやるんじゃと説明して納得する、おえんとも言よんじゃねん。説明する義務もあ

ると思う。おえんのは調査もせにゃおえん。それで出して僕はそういうことを出してくれとる

と思うて出しとると思うて大歓迎しとるという話しょうて、それは賛成の人だけ中には通学助

成のことを言われた人もおられる。じゃけえ、それはいろいろじゃからそこんとこをもしおえ
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んじゃったらおえんというわかるように説明していただきてえ。 

 それから今具体的に誰が言うたというそんなことを聞きょうんじゃねんじゃけど、つき合う

ていきょうる範囲のことはわかるが。もっと赤磐市全体を言うたら、ここができなんじゃった

らよそもしちゃだめですよ。どういう考え持たれとる、赤磐って。 

 それともう１点は、今言う内田教育長になられたから教育長は教育委員会教育長になる、小

学校の校長しょうたから、それ云々という話はまた別な話じゃねえか。それをやるのは内田さ

んとやってください。予算のことでやってもらうのは結構なんで、僕も内田さんが別に好きと

か嫌いとか全然毛頭ねえです。事業をしてもらわにゃおえんとか推進してもらうというだけの

考えじゃけえ。 

 僕の言いてえのはそういうことで、下山さんが言よんのも一理あるかもしれん。しかし、僕

の言ようるのも一理あるから調べてください。どっちが正しいかやってもろうたらええんで

す。きょう朝も携帯見せましょうか、きょう朝も電話あった。プールのこともあった、それか

ら通学バスのこともあった。 

○委員（下山哲司君） 委員長の演説聞きに来とるんじゃ……。 

○委員長（北川勝義君） ちゃうちゃう下山さん、あんたの演説と一緒じゃあ。あんたの言う

ことにあんた反対したかったら反対すりゃええ、やりとうねかったらやめりゃあ。じゃけど、

筋の違うこと言うたけえ、個人の教育長が悪いとか友實が悪いとかと言うた。ほんなら、あん

たが好きなもんと皆よろしいん、そんな話をしょうるんじゃねえ。予算に上がったことをして

ください。嫌じゃったら否決すりゃええんです。修正出すけえやりゃあええんです。大体考え

たら修正を３遍も５遍も例えば出てやられたら出さんのが普通、やるかもしれんけど、僕は知

りませんよ。思うようにやりゃあえんです、決めて。執行権があるんじゃから、それを出して

みりゃあ。そこを１点。ただ、そねえに個人攻撃のように。 

 それから、もし下山さんが正しいんじゃったら調査してください、白黒つけましょうや。皆

アンケート集めてから全員集会やって、やらにゃあだめでしょう。あの人が言うた、これが言

うたってわけわからん、名前言わずにおったら切りがねえです。名前名指して言うてもらわに

ゃわからんです。僕はそれが言いたかったんです。 

 以上です。 

 教育長。 

○教育長（内田惠子君） プールについては、御理解をお願いしたいと思っています。 

○委員長（北川勝義君） いや、そんなことは聞きょうらん。 

○教育長（内田惠子君） 何が大切かと言われましたが、高校の通学補助についてはただいま

検討中でございます。どっちが大切かといったらどちらも大切だと考えております。また、認

定こども園という幼稚園と吉井には保育所しかない、その中で幼稚園、幼稚園教育をというお

話も上がっております。これも市長部局と協議しながら検討に入りたいと思っております。 
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 以上です。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 委員長がさっき言うたことが前の杉山教育長のプールする理由じゃ。

全く同じことを言ようる。それは議事録見たらわかるが、前の。委員長が言うたとおりに、一

番スタートがいいとか悪いとか別の話じゃ。杉山教育長がどう言うたというたら、委員長が言

うたからやりますというて答弁したんじゃ、わしに。委員長が言うたからやります、そういう

ことは別にして必要だったらやればええ。やればええんじゃけど、委員長が言うたからやるよ

うな答弁するような教育長は、教育長として不適格でというてわしは言う。そうじゃろう。そ

ういうものの取り合いになるんです、ものの言うことを間違えば。じゃから、上へ立つ者は言

葉を大事に使わにゃいけん、もっと真剣に。冗談を言うときは冗談でいいんです。じゃけど議

事録へ残るときはきちっと残るんじゃから、残るような答弁をしてもらわなんだら、さっきも

言うたように３回聞いたら３回とも違うような答弁をするようじゃ困るんです。同じことをず

っとしてもらわにゃあ。それでなかったらそれをやるという理由がばらばらじゃということじ

ゃから。 

 じゃから、前の教育長には悪いと思うけど、大事なものは大事な。優先順位をつけるのが教

育長の仕事なんじゃから、初めてよその今の文章の中に通学のが載っとんな。過疎債の中に載

っとんで、今度は。だけど、それは初めて。今までは一遍も載らなんだん、文章に。プールと

同時に載っとんなら言やあせん。どっちも大事じゃあと言うたって。大事だったら何であんた

教育委員長のときに載せなさい言わんので。教育委員長しょうて。そうでしょう。今言われて

も信用できんのです。話題に上げなんだんか、上げても載せなんだんか。そういうことで僕ら

は判断するんじゃから、わかります意味が。口で何ぼ上手言うてどっちも大事じゃというたっ

て信用できん。はっきり言うとくけど、今の教育長は特に。当時より変わりましたというて、

大きく変わりましたと言うてくださっとったら言う者おらん。ああ、変わって頑張るんじゃな

あと思う。あの教育長がするんならわしら教育をやめらあという者もおる。好き嫌いがある、

人間。あるけど、そういうことが話題になるようじゃ困るんよ。 

○委員長（北川勝義君） やめて、もうやめりゃええんじゃが。 

○委員（下山哲司君） 現実じゃもん。じゃから、教育委員長をせられてなかったら言わんの

よ。何年前からこのプール、プールというて言ようると思う。じゃろう。今になったらプール

も通学あれも両方同じ大事じゃというて、同じじゃあ。ずっと前から言ようられる議員もおる

んじゃから。 

○委員長（北川勝義君） 演説じゃのうてもええけえ、要約して言うてください。 

○委員（下山哲司君） そういうことなんで、何ぼ言うても補助金申請もしとられるんじゃろ

うから、やめるとなりゃあ困るんじゃろうし。じゃけど、やめるだけにはやめるだけの理由も
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必要なし、もともとの教育委員会の赤磐市がしてからのやり方は、一遍プールは吉井はやらな

いと、Ｂ＆Ｇを利用すると。他の学校は随時対応して修理するという、そういう方策が出とん

じゃから。じゃから、そのときに杉山教育長に言うたん。 

○委員長（北川勝義君） そうじゃったか。答えてもらわれえ。 

○委員（下山哲司君） じゃから、そのときに変えるんなら変えるだけの説明しなさいと言う

たら、委員長が言うたからするんじゃと言うたんじゃ。議事録見てみて。 

○委員長（北川勝義君） 市長、それを調べえというて言うてくれ。違うとるから。 

 はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 済いません。過去の委員会等での説明のこともありましたので、私の

ほうから全体的な市の方針、教育委員会も執行部も同じでございますけども、この方針につい

て私のほうから説明させていただきます。 

 この吉井中学校のプールの考え方について、何項目かの点で考えてきました。順番にわかり

やすく言います。 

 まず、中学校における水泳の教育というのは、これは必須項目であるという再認識がありま

す。 

 それから、市内の各小中学校に公平にこの水泳教育は行うべきだということも結論として認

識されました。 

 それから、吉井中で行われているのが１年生のみ２時間の授業を潰して移動時間を設けてＢ

＆Ｇへ行ってプール授業を行っておりますが、これについてはもう限界に達しているというこ

とも再認識されました。 

 それから、少人数校、吉井中が生徒の数が減っているということからプールの整備は不要と

いう理論には合理性はないものという認識でございます。 

 それから、他の授業について必要性が高いものから順次行うと、優先順位でプールをやめた

からといって次の順番が繰り上がるということではございません。 

 それからもう１点、これが最も大事だと思うんですけども、中学生の子供の目線に立って物

事を考えていきたい。現に市内のプール授業をやっている中学生そのものに私も事あるごとに

語りかけてみました。中学生でプールが授業がなくなったらどうですかというふうなことを聞

いてみましたら、そういったことは我々には考えられんという答えが多く返ってきておりま

す。この子供の目線も大事に考えながらプール教育、均等に赤磐市内公平にやっていきたい。

先ほど委員長がおっしゃいましたけども、他の中学校で大きく損傷が起こった場合にそれを修

理するという合理性が損なわれてくるものとも思います。 

 私は、この吉井中学校のプール、教育委員会とともに一生懸命実現するということを考えて

いきたい、そういうことからこの予算もつけております。また、国のほうに出向いていって補

助金もいただけるように実現も果たしたところでございます。こういったことからこの事業、
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前に進めていきたいと強く思っておりますので、御理解をよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 教育長はええ。 

○委員（下山哲司君） 今市長が言うた。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 市長の言うのはようわかる。それは当時プールをやる起因は教育委員

会から出たというのは教育委員会のほうから聞いとるから、市長が最初にやるというて決めと

んじゃねんじゃから、それはええと思う。じゃけど、そのときに切りかえがあったときにきち

っと予算を申請する前に相談するもんじゃと思う。順序が違うから、過疎債が充当なるときが

時期が来たから銭が要らんのじゃから。最初そういうものの言い方しとる。お金が要らんのじ

ゃから、お金の要る要らんの問題じゃないというて僕は言うた記憶がある。じゃけど、本当に

大事なのは何かというたら、お金が要ろうと教育じゃけえせにゃあいけんときはせにゃあいけ

ん。お金が要らんからするんじゃというようなのは理由にならんということを言よん。それが

わからんのかなあというて。何ぼ金かかっても教育せにゃいけんでしょ。じゃから、そういう

ものの言い方をせんようにしてちょうだいって言ようる。杉山さん、ずっとそれだった。じゃ

から怒った。そうじゃないでしょうというて言う。本当に必要なんならすればええんじゃ、お

金出るあれになったんじゃから。じゃけど、そこまでに持っていくまでに一番に言うたんで、

僕が。どういうふうに言ったんかというたら、政策を変えるときには皆さん議員にきちっと説

明して納得してから政策を変えてくれえというて言うた。それを先に予算申請しとんじゃが、

みんなに言う前に。じゃから、否決されたんじゃ。物事の順序を協力、賛成してもらうような

方向に持っていかにゃいけんというて言う。それが教育長の仕事じゃろ。僕は市長が最初から

するというて決めとるというのを聞いてない、教育委員会から。教育委員会部局からやります

というから、市長はそりゃあ予算とる立場じゃから、やるというたらとらにゃいけん。一旦や

り出したら後へ引けんわけ、国へ申請しとんじゃから。だから、その以前に議会に方針が変わ

るんじゃから、きちっと納得させてせにゃいけんというて僕言うたの。それを聞かんから怒

る。そうじゃろ。問題起こしてえて問題の尻も拭けんような者が教育長務まるかな。それを言

よんじゃから、僕の言よんのは。本当に必要ならすればいい。だけど、本当に必要なという、

その至るまでの話にならんじゃないかというて言よん。だから、ここまで来て、ほんなら赤磐

市はもらう言ようた予算返したんじゃというたら我々も笑われると思う。そこの前でからとめ

れん。じゃけど、とめることでも審議の前に申請してえて、通ったからやらせえというような

のは理由にならんということを言よん。わかりました。その答弁ください。 

○教育長（内田惠子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育長。 

○教育長（内田惠子君） 下山委員さんの言われることはよくわかりました。手順が違ってい
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たことは大変申しわけないと、この場をおかりしておわび申し上げます。おわびして済むもの

ではございませんが、吉井中学校にとって、あるいは赤磐市内の小中学校にとってプールは必

要なことでございますので、ぜひ御理解のほどよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（下山哲司君） もう要約言ったからよろしい。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○委員（松田 勲君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） 私のほうからは、小中学校の空調関係で今回設計予算が上がって、３

年以内に設置を目指してやられるということで本当にありがたいんですが、ちょっとお聞きし

たいのが、これはトランスの何か設置の取りかえとかいろいろあるみたいなんですが、まず１

つは、これ地元の電気屋さんとか業者とかそういったことを絡ますようにできないんでしょう

か。大きい企業にぽんと投げるんじゃなくて。普通の家庭のエアコンとは違うんで大変だと思

うんですけど、できるだけ地元にせっかく２億円近くおりるわけですから、そういった配慮も

必要じゃないかなあと思うんですけど、その辺をお願いしたいのと、あと１つお聞きしたいの

が、見たら普通教室と特別教室とかいろいろ書いてあるんですけど、職員室はついてるんです

か、現状。 

○委員長（北川勝義君） ついとらあ。 

○委員（松田 勲君） そうですか、わかりました。ついているんだったらいいです。そこだ

けお聞きしたいんでお願いします。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 前にも一度言うて、同じような事業でうまく市長の裁量でやられたん

じゃけど、設計はもう一本で大きくやってもらわにゃいけんのじゃろうと思うんですけど、赤

磐市内に電気屋さんというのはおらん。エアコンの場合は予算の形態が管工事になる。電気じ

ゃない。じゃから、発注するあれが電気屋さんじゃ、電気屋さんにしても指名に入る電気屋さ

んはおられんので、そういうとこから前にも業者の育成を育成をというてずっと言ようたんで

すけど、最近はそれもちょっとおろそかになってしもうて目が向いてないんですけど、赤磐市

この４万5,000のまちの中に指名に入る電気屋さんが１人もおらんというて、こんなに情けな

いことはないと思うんです。やっぱし業者の育成もやってもらわにゃいけんし、それには何か

というたらこういう入札をするときに、その地元の業者がとれるようなシステムにしてあげな

んだら成長せんわけですから、仕事できんのじゃから。その辺を踏まえてお願いしたいと思う

んで、続きをお願いします。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと松田さんええ。 
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 要約したら、下山さん、松田さんが言うのは、テレビのときもいろいろあってやるときに。

僕らも市内やりゃあやってくれえというてやってくれたんもあるし、できなんだんもあるんじ

ゃけど、例えばさっきの備作高校でも改造すんでも電気は電気、水道は水道とか分けにゃおえ

ん。小めえんで分けれる場合もあり得るわけ。それはいたし方ねんじゃけど、ここで言うたら

管工事になるとか電気工事、いろいろなことがあったら、もし言うんじゃったら商工会とか指

名だけじゃ紹介とかよう相談してもうて、こういう業者も入れれるんじゃというのを率先し

て、それで誰もねえ場合は市内、市外入れにゃおえんじゃけど、初めから松田委員が言われ

る、大手がどんと入ってメーカーが入ってやるようなことをしたんじゃ何ら意味がねえんじゃ

ねえかというのを。 

 下山さんも言うた、余り言ようたら指名のことは執行権に介入するようなことになるからと

いうんで、どっちも言いたかった、介入するけん松田さんが今言われたから言よんで、そうい

うこともいろいろ参考にできたら、学校やっぱり子供さんも通うようたりしたら父兄もとか、

それへ関連しとる会社へ行きょうる人やこじゃったらエアコンがついてよかったなあと言うた

りするようなことが物すごう相乗的にようなるんじゃねえかなあと思うということを皆言われ

よんで。 

 それと、せめて赤磐市というてついたんじゃけえ、市じゃったらそういう入る業者を育成し

たらにゃあ、いつまでたっても、例えば昔あったんが圃場整備をして入れますというたら、そ

れから下水工事も下水工事入れますと。下水工事経験がねえから入れませんというて吉井町の

業者１者も入らん、経験がねえから。経験がねえというて初めて事業でするんじゃから入れん

が。経験したら今後は入れちゃるというころには大分済んでいくということなんで、ぜひそう

いうこともあってあえて言われよんで、商工会のほう紹介だけじゃねえけど財政できると思う

んじゃけど、そのときに執行権に介入するということは毛頭ねんじゃけど、できりゃあ地場産

業育成というんも一つあるんで、やっていただきてえということを今。それを踏まえて答えて

いただきたい。それで、安本課長が答えよう答えようとしょうたんじゃけど、それは安本課長

じゃねえほうがええんじゃねえかと思うて。大きい意味のと思ようたん、変な意味じゃなし

に。ちょっと今思うた。 

○委員（松田 勲君） 済いません、今追加で申しわけないです。 

 今お二人が言われたようなことを僕もそう思うて、現実できるできないがあると思うんです

けど、前もらった資料の中に16ページのとこに、要は低学年からつけるか高学年からつけるか

とか特別教室からつけるとかいろいろ書いてあるんです、学校のアンケートをとりながら。と

いうことは、例えば何々小学校一遍にぽんとつけるわけじゃないと思うんです。均等にしてい

かなくちゃいけないから。例えば１年生なら１年生だけ全学校につけますよとかという形でい

くということは割と細かくやっていくということは、そういった業者を地元の業者でもできる

んじゃないかなあと思ったんです。一遍にするんだったら大手企業になると思うんだけど、そ
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うやって分けてされるんだったら２年間に分けていくんだったらできるんではないか。だか

ら、そういった前地デジになったときにテレビもそういったお願いをして地元の業者がすごい

喜ばれたというんがあるんで、せっかくだからこれぐらいだったらエアコンもし何か故障した

りとかしてもすぐ地元だったら来れるじゃないですか。各小学校にいろんな地域に広がって小

学校、中学校あるわけですから、旧４町の中に。そこの中心の業者が入れるような配慮も考え

ることができるんじゃないかなあと思ったんで質問させてもらったんですけど、その点踏まえ

て、先ほどの話も踏まえて回答できる方お願いします。 

○委員長（北川勝義君） 直原部長。 

○財務部長（直原 平君） 工事につきましては教育委員会の関係でございますけれども、仕

様と業種で設計ですか、業種も決まってまいりまして、もちろんおっしゃるように地元業者の

育成も十分考えていきたい。それからまた、指名願等が出されているかどうか、こういったこ

とも踏まえまして検討していき、教育委員会と十分連携をとりながら考えてまいりたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 松田委員。 

○委員（松田 勲君） ありがとうございます。ぜひお願いしたいと思います。 

 それと、資料を読んでたら電気料金の話も出てるんです。これ確かにエアコンをつけると今

度は電気料金が、だからできるだけ上がらんように節約、節電するというようなことを書いて

あるんですけど、つけたのに例えば暑いのに我慢さすとかということはないですよね。これは

エアコンだから冬夏両方ですよね。冬は本当に今ごろ寒いと思うんです。夏はめちゃくちゃ暑

いのが今のおかしな現象になってます。それを何かせっかくつけたのに我慢さすというような

ことはないと思うんですけど、その辺確認なんでお願いします。 

 それと、電気料金は確かに絶対上がると思うんです。予算は全部各学校ごとにいつも当初予

算で組んでますよね。それで、そういったことも加味して予算配分されるんですよね、一応確

認ですけど。 

○教育総務課長（安本典生君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、安本課長。 

○教育総務課長（安本典生君） ただいまの松田委員の御質問ですが、エアコンにつきまして

は冷房専用の機械もございますが、今回考えております機械につきましては冷暖房兼用の機械

を考えております。ただ、現在以前５年ほど前に学校のボイラーシステムが壊れたときにスト

ーブを購入する予算を上げさせていただいて、学校でも今現在活用させていただいておりま

す。そういったものもございますので、当面につきましては冬場エアコンを使いますと電気代

もまだ高いということもありますので、ストーブが使える間はストーブを使わせていただきた

いと考えております。 
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 それから、夏場のエアコンを設置した場合の今現在試算で約700万円程度電気代がかかると

いうことで、それにつきましては学校のほうへそれぞれ配分をさせていただいて、学校で我慢

するということがないようにしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 考えるわ。２つ言わせてください、２つ聞いとかにゃおえんけえ。 

 １点が、山陽郷土資料館の防犯シャッター老朽化でするというこって、これはぜひ貴重な展

示品があったり資料があるんでやっていただかにゃあおえんと思うとんですけど、吉井のとこ

の旧仁堀小学校の跡地で郷土資料館使うとんですけど、何回か直したんですけど中はまあまあ

いきょんですけど貴重なもんも入っております。それで、なかなかずっとあいとんじゃねえん

ですけど、赤磐市の小中学生の子供も研修に来たりやって有意義に使うていただいておると思

う。外壁が非常に悪うなったとんのを大分直しとるとこもあるんじゃけど、それも今回の予算

にどうこうというんじゃねんですけど、一遍教育委員会、市長部局のほうで見られて、またお

えんようになってから貧乏人の銭失いじゃねえけど、言葉悪いですけど、後から大修繕になら

んように小まめに点検していただきてえと思う。これをやるんじゃったらやっていただきてえ

なあと思う。今どういうような状態になっとるか把握されとるかどうかを１点。 

 それからもう１点が、西山公民館の屋根の防水工事でやっていただくというて西山公民館へ

本当にこういう防水がありゃあ、早目に赤坂中学校もあったりしたのと同じで早目にやってい

ただくほうがええと思うんで、今回予算つけてもろうて今梅雨で空梅雨みたいなんですけど、

きのうぐれえからちょっと降っとんじゃけどやってもらいてえと思うとんですけど、それで、

一つこれここで出てこんのですけど９月ごろには出るかもしれんというので要望いろいろあっ

て、今も言われてきとんで。西山グラウンドの使用が練習はできるけど公式の試合はできんと

いうて申し合わせか何かというのをやっとって、スポ少とかいろいろ頑張っていきょうるとこ

がよそで試合せにゃ遠征費もかかるとか経費もかかるという礼儀正しいとこで今少年競技頑張

っていきょうるとこができてねえというんで、要望とかいろいろ考えとるというのが出とん

で、関係者並びに署名したりいろいろしとった方がそういうこともしてくださいというて教育

委員会には口頭でお話はちょっと聞いとったりしとんですけど、ぜひこれを西山公民館をする

ときにはそのグラウンドやこうも一緒に使えるようなこともこれから考えて今ここで出てくる

んじゃねえんですけど、考えていただきたいと思っておりますんで、もし過去の事情がわかっ

とりゃあそれもあわせて教えてください。ここにはそのことの議題じゃねえんで、わからなん

だらそこは説明は結構です。 

 その２点のうち１点でよろしい。お願いします。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、土井課長。 
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○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） １点目の吉井郷土資料館の外壁の今の状

況でございますけれど、担当のほうから吉井郷土資料館の外壁のほうも塗装の辺がかなり悪く

なっとるということでお聞きしております。それにつきましての修繕につきましては、補助金

を使って前直しまして、それがまだ補助金が今度の対象になるまでちょっと期間ありますもの

で、それをもって直させていただければと思っております。吉井郷土資料館もかなり皆さんか

ら視察等来ておりますので、悪いところがあればその都度修繕させていただくということで今

対応させていただいとる次第でございます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございます。 

 僕は視察来とるというのも来とったりしてから、それから視察じゃのうて見に見学に来られ

た方で、ちょうど東側のほうのとこで話をしょんのを立ち聞きじゃねえけど、話聞きょうたん

じゃけど、もうぼろぼろになっとるなあというて。早うせなんだらおえんようになるでという

て僕は何も知らずに黙っとったら、別にこの木じゃのうて何かええもんでもうちょっとすりゃ

あええのになあというて言うて移したんじゃからおえんかもしれん、全体は残っとんで、あれ

もたしか中原建設がしたんかどこでしたか業者名はええけど、して大分たっとんですけど補助

金の適正化のこともあったりいろいろできんかもしれんけど、どうもあれを懸念してから木自

体が下が悪うなっとるからぽろぽろいくというんか、何か抜本的に直すか鉄板じゃねえけど何

かせなんだらいけんのじゃねえかなあと思うて。どうしてもなかなかそこまで手が回りょうら

んというんか、言い方悪いんじゃけど、今思うたんじゃけど何ぼしても土井課長が言うてくれ

たけど、あれ何ぼ懸念して塗ってもちょっとしたらまたいけんようになるような気がして、何

かどうしても今のままをせにゃおえんじゃのうて、材質が悪かったら張りかえてええのにして

もええんじゃねえんかなあと思うたんじゃけど、今そういうことがあったんであえて言わせて

もろうたんです。なるべくできたらよろしゅうお願いしてえというこって、せっかくの資料お

えんようになったら困るんで。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） はい。 

 それから、２点目の西山グラウンドのスポ少の野球の利用の関係のことでございます。 

 それにつきましては、平成13年ごろからそのスポ少の方と地元の方と使用上のトラブルがあ

りまして、現在平成27年にあそこのネットをかさ上げさせていただいた経緯があります。地元

との折り合いをいいようにしようということで随時話を３者でしてきた次第でございまして、

なかなか昔からのいきさつもありまして、３者会談したにもかかわらずいろいろということも

ありまして、今の状態でまだ練習のみで練習試合等はできてない状況でございます。こちらの

ほうも３者と相手側、またスポ少とかかわりながら練習試合ができるように頑張っていってい

る次第でございます。そういう中で……。 

○委員長（北川勝義君） よろしい、議題にねえからよろしい、それは。 

 ただ、これは赤磐市のもんじゃから、もとがあったとか後から来てから言よんのは鶏が先か
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卵が先じゃねえ、常識問題で考えて、ほんなら僕がそこへ行ってからいけんって言うたらええ

んか。そういうわけにはいかんですが。市としての対応をしてあげなんだらだめなんじゃねえ

かと、それが平等性じゃねえかと今思うたんで、あえてまた今後よろしゅうお願いします、そ

の調整を。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） それから、さっきのあれぜひ言いたかったのは、何ぼ塗っても今だ

ったらぼろぼろなるんじゃねえかなあと思うたから、またお金を例えばここで1,000万円かけ

てやりましたというてもええことにならんなあと思うてと思うたん。何かあれたしか金光設計

が移設されたんです、金光先生が。先生らあも相談して防水か何かせなんだら、前も防水した

らぼろぼろやりょうる人が困っとったんです。だから、考え直さにゃあ、さっきの備作高校の

基礎が傾いとんのに何ぼいい壁をしてもええことにならんような気がして、抜本から直すべき

じゃねえかなあという意味もあって言わせてもろうたんで、よろしゅうお願いします。 

他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 他になければ、これで教育委員会を終わりたいと思います。 

 続きまして、先ほど条例のやりましたが、以下ので消防本部のほうの説明を願いたいと思い

ます。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） それでは、議第40号平成29年度一般会計補正予算

（第２号）について、消防本部所管の２項目について補足説明のほうをさせていただきたいと

思います。 

 消防本部資料は２ページのほうをお開きください。 

 予算書のほうは12ページ、補正予算説明資料のほうは16ページから17ページをお開きいただ

ければと思います。 

 ９款消防費、１項消防費、１目常備消防費の19万円の補足説明でございます。これは、平成

28年度に消防職員が急遽２名退職することになりました。このために29年度に消防学校へ入校

するための費用を計上させていただいたものでございます。 

 続きまして、２款消防費、１項消防費、３目消防施設費の971万7,000円の説明です。特に補

足説明としては事業内容のほうをごらんいただければと思いますけれども、消防自動車の更新

これ２地区ございます。この消防車両に関しましては軽四の消防自動車、積載車を計画させて

いただいております。 

 簡単ではございますが、補足説明とさせていただきます。 

 以上です。 
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○委員長（北川勝義君） 消防本部のほうから説明が終わりました。 

 委員の皆さん、何か質問ありますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） これは報告はええんか、その他は。 

 消防本部のほうから説明がありました。皆さんから質問がないというこって、これで消防本

部を終わりたいと思います。 

 それでは、議第40号の平成29年度赤磐市一般会計補正予算（第２号）の審査を終了したいと

思います。 

 それでは、ただいまから委員会に付託されました議第36号財産の取得についてから議第40号

平成29年度赤磐市一般会計補正予算（第２号）までの３件について採決を行いたいと思いま

す。 

 まず、議第36号財産の取得について、これを原案のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） 起立全員です。ありがとうございました。したがいまして、議第

36号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 続きまして、議第39号赤磐市消防団条例の一部を改正する条例（赤磐市条例第17号）につい

て、これを原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） はい、ありがとうございました。起立全員です。したがいまして、

議第39号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 続きまして、議第40号平成29年度赤磐市一般会計補正予算（第２号）について、これを原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） 起立多数です。したがいまして、議第40号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、請願の審査に入りたいと思います。 

 請願第１号日本政府に「核兵器禁止条約の交渉会議参加と、条約実現に努力することを求め

る」意見書採択を求める請願を議題として審査をいたしたいと思います。 

 失礼、１５分まで休憩します。 

              午後２時６分 休憩 

              午後２時15分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 先ほど意見書の採択を求めるということを議題として審査をいたしたいと思います。 
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 紹介議員も傍聴で福木議員も来られております。 

 皆さんの中で御相談をさせていただきまして、紹介議員でここへ来てあえて委員会のほうで

することはないと言われたので、いつものことで略しております。しかしながら、本人が紹介

議員がおられますので、傍聴しておられますんで、もし言われるんだったらそのようにさせて

いただきたいと思いますんで、よろしくお願いいたします。 

 それでは、皆様の意見を伺いたいと思います。 

 順番にでもよろしい、挙手でもよろしい、順番に行かせてもらいましょうか。意見を聞かせ

てもらいたいと思います。それか挙手で行きましょうか、どうしょうか。 

○委員（松田 勲君） 順番。 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、こっちからええ。 

 それでは、皆さんの意見を順番に聞きたいと思います。 

 大口委員のほうからお願いします。 

 はい、大口委員。 

○委員（大口浩志君） 順番にと言っていただいて私が一番に当たったんですが、紹介議員の

方からこの前段のホップ、ステップでこれがジャンプなんですというような説明を受けたの

で、そのホップ、ステップのところが全然申しわけないですけどわかってないので、皆様方の

意見をお聞きしてからということで最後にしていただくとありがたいんですが。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

 それでは、実盛委員。 

○委員（実盛祥五君） 国へ出すんですから賛成してあげます。 

○委員長（北川勝義君） 国へ出すから賛成。 

 はい、永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） 赤磐市もたしか非核何とか三原則賛成都市になってるはずでござ

いますので、賛成でよろしいかというふうに思っております。 

○委員（下山哲司君） それ違う。 

○副委員長（永徳省二君） 違います、違います。失礼しました。 

○委員長（北川勝義君） ええ、後で直す、よろしい。後で言われる。 

 はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） これ核兵器というのは、それは悪いもんじゃというのはようわかっと

んですが、北朝鮮がああいう状況下にあって、これをあれすればアメリカの核の傘の保護が受

けられんようになる。そういうことから自民党がしょうがなしにあれしとんで、誰も核兵器が

ええという者はおらんのですけど、今の議場においては仕方ない立場なんだろうというふうに

思いますので、これには反対します。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田議員。 
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○委員（松田 勲君） 私のほうもここに書かれている内容を見ますと、核保有国に同調して

反対票を出したのが日本であるということでございます。今核保有国と非保有国といろいろあ

りますけど、我が国はやはり唯一被爆を受けた国でございます。戦後70年以上たってる中で、

言ったらこの核兵器禁止条約のことは大事だと基本的には思っております。ただ、今そのとき

がまだ来てないような。日本が唯一被爆国であるわけだから、核保有国と非保有国の仲立ちを

しながら核廃絶に向けて外交を含めてやることがたくさんあるわけですから、これが日本が多

分ここに禁止条約に賛成したとしても全く意味がなさないんじゃないかと。まだそのときが来

てないんじゃないかなと思うんで……。 

○委員長（北川勝義君） 結論をお願いします。 

○委員（松田 勲君） 思うので、私は今回のこの請願には反対いたします。 

○委員長（北川勝義君） はい、大口さん。 

○委員（大口浩志君） 余りホップ、ステップの部分がよくわからなかったんですけど、この

部分と今までのいろんなものを。 

 まず、大前提として私も平和はもちろんです。核兵器も要るか要らんかというたら、それは

ない世界のほうがいいです。これは間違いありません。ですけど、アプローチの仕方として例

えば言うことを聞く人ばっかりがのうした、言うことを聞かない人が持っとるということにな

っていくと、現実的な対応としてはいかがなんでしょうかと。国のほうもいろんな対応を考え

ておられると思いますし、マスコミに載るニュースだけが全てのニュースだとは思っておりま

せん。あえてもう一度申し上げますが、平和を求めるものでもありますし、核兵器はもちろん

要りません。ですが、アプローチの仕方については今現在この場ですぐということに関しては

幾らかの危険度もあるのかなあというふうに思うので、これには反対します。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

 永徳さん、さっきのあれが違うとったんじゃけど。 

 永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） 大変失礼しました。非核三原云々じゃなくて、平和宣言都市でご

ざいました。大変失礼しました。 

○委員長（北川勝義君） どうですか、よろしいか。 

○副委員長（永徳省二君） はい、それに基づいて賛成というふうに。 

○委員長（北川勝義君） はい、わかりました。 

 ありがとうございました。これで皆さんの意見を聞かせていただきました。採決ですること

は起立でとることになっております。賛成の方は御起立願いたいと思います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございます。賛成２名。賛成少数で、よって請願第１号

は不採択とすることに決定いたしました。 
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 以上で当委員会に付託されました議案の審査は全て終了しました。 

 なお、委員長報告につきましては委員長に一任させていただきたいと思いますが、よろしい

でしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 次に、委員会の閉会中の継続調査及び審査について御確認をお願い

したいと思っています。 

 お手元に配付しております継続調査及び審査一覧表のとおり、議長に対し閉会中の継続調査

及び審査の申し出をいたしたいと思いますが、これでよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、このように申し出をいたします。 

 次に、その他に入ります。 

 その他で委員さん、または執行部から何かありましたら発言をお願いしたいと思います。 

 執行部の……。 

○委員（実盛祥五君） はい。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って。 

 執行部のほうはありますか。 

 はい、杉原課長。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） 秘書企画課のほうから平成28年度の市民バスの利用実績と、

それから地質学講座の開催について２点お話しさせていただきたいと思います。 

○副委員長（永徳省二君） 聞こえにくいんですが。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと大きゅう。 

○秘書企画課長（杉原 泉君） お手元の資料のまず３ページのほうをごらんいただきたいと

思います。 

 ５月の総務文教委員会で熊山地域の市民バスの利用実績につきまして、特に熊山駅と熊山診

療所の利用実態について、それから熊山地域の市民バスの利用が減少している理由についての

御質問がございました。３ページのほうに資料をつけさせていただいておりますが、上段のほ

うがバスの降車の人数とその割合、下のほうが乗車人数と割合というふうになっております。

グラフの見方なんですけれども、上段を見ていただきまして左から可真・桜が丘線、小野田

線、豊田・熊山線、松木・下市線とありまして、この棒グラフですが、青色が熊山診療所で降

車した人数と割合、赤色が熊山駅で降車した人数とその割合、緑がその他の降車人数と割合と

いうふうになっております。逆に下の図のほうが乗車の人数と割合ということで同じ色で表示

をさせていただいております。全路線において、熊山の診療所を利用する方は、それぞれの路

線の総利用者数の約20％から40％ということで、熊山駅を利用する方と合わせると約40％、

50％を占めております。どの路線も午前中の早い便で出てこられて診察を受けられたり、また
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買い物等の用事を済ませて各地域に帰るというモデルが多いということがわかりました。 

 また、熊山地域の市民バスの利用が減少している理由でございますが、熊山診療所のほうで

調剤の期間を延長したことによりまして通院頻度が減少したこと、また退院患者さんに投薬す

る投薬量法によって毎週通院されていた患者さんの通院頻度が減少したことが一番の要因と考

えられます。引き続きまた状況を見ていきたいと考えております。 

 熊山地域の市民バスの利用実績については以上でございます。 

 それから、４ページのほうをごらんください。 

 平成29年７月22日土曜日の午後１時から４時まで、昨年度に引き続きまして特定非営利活動

法人地球年代学ネットワーク、略してｊＧｎｅｔですが、ｊＧｎｅｔと赤磐市との共催による

地質学講座のほうをまた開催させていただきたいと思っております。 

 大学の教員を中心とした研修者の方々による市域を含む吉備高原の成り立ちについての講義

や、全国で取り組みが広がっておりますジオパークについてのパネルディスカッションを行い

ます。チラシのほうまだできておりませんが、またでき次第改めて御案内のほうをさせていた

だきたいと考えておりますので、ぜひ御来場いただければと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 秘書企画課からは以上です。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） それでは、総合政策部の資料を引き続いてご

らんください。５ページでございます。 

 総合政策のほうで移住・定住の施策に取り組んでおります。おためし住宅の整備についてと

いうことでございます。この委員長を初め、各委員さんに昨年度桜が丘西のほうでおためし住

宅を整備させていただくという話の中で、ぜひ農村地域でもできないだろうかという御意見を

頂戴しました。それを受けまして物件を調査、探しておりましたところ、今回ぜひ市に御協力

できないかというありがたいお話をいただきまして、吉井の地区名としましては石になります

が、自治会が仁軒屋でございますので仁軒屋と表示させていただいております。仁軒屋のほう

に古民家をお借りすることができました。現在８月に開設をするということで準備を進めてお

ります。ぜひ御利用をいただければと思っております。 

 続きまして、６ページをごらんください。 

 午前中にはいろいろと御意見をいただき、十分な答弁ができませんで申しわけございません

でしたが、山陽団地等の活性化対策について第２回有識者会議まで開催をさせていただいてお

り、その協議内容を簡単にまとめさせていただいております。別冊で色刷りの資料等有識者会

議の資料もつけさせていただいておりますが、逐次説明をさせていただくと時間の関係もござ

いますので、またごらんいただければと思いますが、このまちのマイナスイメージを払拭する
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ために、まず第２回目では、住まいの関係で空き家のことであるとか県営住宅の関係で御意見

をいろいろ頂戴しました。若者の世代の入居促進に向けた取り組みが必要であろうということ

で、何点かそこにあるとおりでございます。また、公共交通や地域内交通についてということ

で民間バス会社の社長さんも有識者として会議に来ていただき、実情などをお話しいただきな

がら議論をしていただいております。 

 山陽団地の活性化対策の状況報告につきましては、このあたりにさせていただきます。 

 続きまして、おはぐりいただきまして７ページでございます。 

 あかいわに戻ろうプロジェクトということで、移住・定住の専用の特設サイトを設けまして

事業を進めさせていただいておるところでございます。この関係につきましても、昨年度補正

予算をいただきまして動画のコンテンツを追加してはという御意見をいただいて取り組みをさ

せていただいておりました。ユーチューブで連動したような形で市のＰＲ動画をアップしてお

ります。またぜひサイトのほうをのぞいてみてやっていただけましたら、赤磐市内の小学生が

赤磐市内の施設などを取材をするという形で何本か動画をつくってみております。 

 また、下段には、その「おかえりあかいわ」というあかいわに戻ろうプロジェクトの特設サ

イトの中に移住・定住のコンテンツも、こちらも昨年度の補正予算をいただいてつくらせてい

ただきました。また、ごらんいただければと思います。 

 最後になりますが、色刷りのサマー☆カップリングパーティーのチラシをつけさせていただ

きました。和気町と赤磐市、１市１町合同結婚推進委員会で７月２日に開催をする予定でござ

います。現在のところ20名、20名、40名ということなんですけれど、ちょっと女性のほうが足

らないという状況になっております。もしお近くで気になる方がいらっしゃったらお声がけい

ただければ大変助かります。 

 総合政策部のほうからの報告事項は以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 皆さんよろしいか、報告は。質問や意見よろしい。 

 山陽団地のはええか、ちょっと聞かにゃいけん。 

○委員（下山哲司君） 聞いてもいい。 

○委員長（北川勝義君） 聞きゃあええです。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 男性はだめなん。 

○委員長（北川勝義君） あんた行きゃあええが。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） あんた十分な、行ける。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 済いません、男性は定員に達しまして抽せん

という状態になっております。申しわけございません。 
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○委員（下山哲司君） 出してもええん。まだええん、日にち的に。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 申しわけございません。済いません、一旦締

め切りをもう過ぎまして、男性のほうはもう選ばせていただいております。申しわけございま

せん。 

○委員長（北川勝義君） 下山さん、行けなんだな。 

○委員（下山哲司君） 次回はいつあるんですか。 

○委員長（北川勝義君） ぼっけえ燃えとるがな。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 和気、赤磐合同っていうのは、また今度冬場

なんですが、その間に赤磐市の協議会、吉井のタカハラさんが中心にしてくださってるんです

けど、この赤磐市のイベントはまだ時期未定ですけど秋ぐらいに計画したいと思っておりま

す。またぜひお声がけよろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 他にありませんか。 

 大口委員。 

○委員（大口浩志君） このおためし住宅のことでお聞きするんですけど、お恥ずかしながら

御近所にある建屋がおためし住宅に指定されとるとは存じませんでしたけども、対象者が県外

に住みという縛りがあるんですが、例えば冠婚葬祭、盆暮れ、そういった際に泊まるところが

ねえという、最近は特にそこへ泊めてもらうのが気兼ねなというような話も聞いたりもします

ので、赤磐市のことに関連がある方々が帰ってこられるんだと思いますけど、そういった運用

面での柔軟的な取り組みは可能なんでしょうか。 

 それと、あいてるときに、例えば石の仁軒屋のこの住宅、私がちょっと一晩ほど貸してくだ

さいというようなことは可能なんかどうか、どうなんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） はい、遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） この場での返答としては非常に難しい御相談

だと思っております。おためし暮らし実施要項という要項を定めて、県外からの移住を検討さ

れている方に８日以上90日未満、１泊1,500円、光熱水費込みという設定で事業のほうをさせ

ていただいておりますので、御理解をいただきたいと思います。ただ、もう１つ大口委員のお

近くでという赤坂適塾につきましては、これは農林の関係の所管の施設でございますので、そ

れをこの目的にお借りして利用させていただいているということで７日間までということで、

そちらについてはそちらの御利用のルールがございますので、宿泊施設として御利用になった

らとは思っております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 
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 他にありませんか。 

○副委員長（永徳省二君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） くらし安全課のほうに質問をさせていただいてました住宅地のソ

ーラー発電所の建設について、関連各所を集めて勉強会を開催されたっていうふうに聞いてい

るんですが、その結果のほうを教えていただけますようにお願いします。 

○総務部長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田部長。 

○総務部長（前田正之君） 今永徳委員がくらし安全課のほうに御質問をいただいとったとい

うことですか。 

○委員長（北川勝義君） それはくらし安全課じゃ、それは。 

○総務部長（前田正之君） そうですか。 

○委員長（北川勝義君） 違う違う、個人的にくらし安全課へ聞いとったということ。 

○副委員長（永徳省二君） はい。 

○委員長（北川勝義君） それはちょっと、委員の皆さんに御注意申し上げます。 

 個々に委員会じゃなく委員の方が聞きに行かれて部長ないし担当等が対応されたことは、当

委員会でその他であっても受け付けはいたしかねますんで、もしここで初めてそういうことを

聞かれるんでありましたらお受けさせていただく、先ほどの大口さんの言われたようなことを

受けさせていただければいいと思うんですが、御注意申し上げます。そのことについては今後

はそういうふうにやってください。 

○副委員長（永徳省二君） 新たにやったらいいんですか。 

○委員長（北川勝義君） そうです、そうしてください。 

○副委員長（永徳省二君） じゃあ、済いません。 

 新たにという格好で。済いません、改めて御質問させていただきます。 

○委員長（北川勝義君） 永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） 今住宅地、桜が丘なんですけれども、特に東の１丁目でソーラー

発電所が約７カ所ぐらいできてるというふうに聞いてます。勝手に建っていくんですけれど

も、屋根の騒音の問題、反射光の問題、それから管理者が誰もいないっていうところです。そ

れから、当然町内会費は払わないというふうなところ、それから場合によっては雑草がぼうぼ

う生えて子供たちが入って非常に危険であると、そういうような問題がいろいろ起きてるとい

う話です。３丁目にも３カ所、４カ所、もう既にソーラー発電所が住宅地の中に建ってるとい

うところで、ちなみに２丁目にももういわゆる基礎が建ってる状態っていうところもありまし

て、住宅地の中にそういうソーラー発電所がどんどんふえてきてるんですって。住民非常に危

機感を持ってます。この辺に関してどういうふうに対応されるのかというふうなところで御質
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問をさせていただきます。 

○総務部長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 前田部長。 

○総務部長（前田正之君） 今御質問いただきました件につきましては、市内の住民の方から

もちょこちょこそういった同じような内容のこともいただいております。市役所のほうも、ま

ず実態の把握というようなこともありまして、特に桜が丘東１丁目であるとか２丁目を中心に

そういった場所が拡大されていることは確認をいたしました。太陽光発電、各宅地に所有者が

おられて、その人の意思でその人自身が発電をされている場合、それから土地を貸されて別の

方が発電をされているパターン、さまざまだと思いますが、現状として今市役所のほうがその

太陽光発電の実施に当たっての直接的な把握をする窓口というものがありません。例えば市役

所のどこかに申請なり許可をしながらそういったことが始まるとかというような実態がありま

せんので、どういったところからそういったまず実態、どなたがどのように、どの規模のもの

をというようなことが正式にわかるルートがないなあということを内部でも協議いたしまし

た。 

 皆さん方が御心配なのは、そういったものが町内会の中にたくさんできてきて、何かもし事

故なりあったときにどこへ尋ねればいいのかなというようなそういったとこのお尋ねもあるん

じゃないかなあと思いまして、まず市役所とすればできることは何かなあというて考えたとき

に、太陽光のエネルギーですから電気の売電、売る作業を当然中電さんを経由して電気がつく

られたものが流れていくというようなとこから、中電さんのところへ御相談に上がらせていた

だきました。市役所でこういうような市民の方からお尋ね、御心配をいただいとんで、何とか

何か糸口がありますかねえというようなことをお話ししたんですが、中電さんのほうも個人情

報的なものをすぐお出しするということもいかないしというようなことで、今そういったこと

を何ができるかということを市役所内でも検討したり動いていけたらなということで、そこま

でぐらいのことはやってみたんですが、なっとりません。 

 法的なものを少し調べてみたんですが、エネルギー庁さんの管轄になりまして、20キロワッ

ト以上のものにつきましては柵をしなくてはいけないとか、誰がこの事業を展開しているかと

いうようなものを表示、明記するというような義務的なものもあるようです。これも法をずっ

と伝っていきますと経過措置みたいなものもありまして、もう少しその設置義務というものが

時間が本年度30年３月までにそういったものをしなくてはいけないというようなものがあるよ

うです。なので、今のところ何か法的なもので市役所の立場でちゃんと設置しなさいという相

手であるとか、そういうものを言うものが見つかっておりません。ということで、ただ市民の

方は御不安な状態であるということがありますので、何かエネルギー庁であるとか、そういう

ようなとこと相談して、今後市としても皆さん方のほうへ何かお知らせができることであると

か、そういうようなことを市としてかかわっていけることを探していきたいというのが現在ま
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での作業状態ということで御理解いただけたらと思います。よろしくお願いします。 

○副委員長（永徳省二君） いいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） １点だけ。ああいうときって普通建築確認申請というんでしょう

かは出されるんじゃないですか、何らかの建物を建てられる場合にそういうのって市役所が必

ず受け付けてるんじゃないかなっていうふうに思うんですが、いかがなんでしょう。 

○総務部長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田部長。 

○総務部長（前田正之君） 太陽光発電の工作物についてのものはございません。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 他にありませんか。 

 実盛委員。 

○委員（実盛祥五君） １点、市長と教育長にお尋ねします。 

 赤磐市も子ども議会を開催していただきたいと思いますが、どのようなお考えでしょうか、

お尋ねいたします。 

○委員長（北川勝義君） 市長、教育長。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） 子ども議会、実際に行っている自治体もあるということを聞いており

ます。前向きに検討していくべきものと考えます。いいようであれば実施できればというふう

に思っております。それには議会の御協力も必要かと思いますので、また御相談をさせていた

だきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 教育長。 

○教育長（内田惠子君） 委員会としても子ども議会前向きに検討をさせていただきたいと思

っています。実施しているところを見てみますと、子供の声というものを聞くよいチャンスか

なあというふうに考えております。ただ、調べていくと子ども議会を開催するまでに３カ月程

度あるいは半年程度という期間を有して準備してという経過を通っておりますので、これから

いろいろな方々と議会も含めて御理解を図りながら、前向きに検討をしてまいりたいと思って

います。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 実盛委員、言われるから言わしょうるだけで、議長、議会のほうに申し入れするということ

で言われとる話を今飛び越えて言いよんで、それは希望を聞かせてもろうとるだけで。 



- 79 - 

 実盛委員、手短に言うてください。 

○委員（実盛祥五君） この近辺では美咲町が６月13日に行って大好評なんで、赤磐市も子供

のためにやってみてやってください、お願いします。よろしく。 

○委員長（北川勝義君） それでよろしいな。 

 じゃあ、議長そういうこって気を悪うせんように、そういうこってまたよろしゅうお願いし

ます。 

 ありがとうございました。 

 それで、他にありませんか。 

○委員（下山哲司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

 ありゃあ先に言え、続けて言わしょんのに、いやいやいい下山委員。 

○委員（下山哲司君） 残っとんなら先にやってください。 

○総務課長（原田光治君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○総務課長（原田光治君） 資料はございませんけども、口頭で報告させていただきます。 

 ちょっと前の話になりますけども、４月25日開催の臨時議会において、専決処分の報告を行

った案件、４件についてです。これは市営住宅にかかわるものでありまして、所管は産業建設

常任委員会であり報告されているとこでありますけども、関連がありますので簡単に経過をお

伝えさせていただきます。 

 ４件のうち１件目は、支払い督促から通常訴訟に移行したものでして、相手方が裁判に出席

せず、請求金額であります83万2,200円全額が認められたところであります。その後、音信不

通で連絡もなく支払いの意思がうかがえないことから、これにより現在強制徴収の手続を進め

ております。 

 ２件目も支払い督促から通常訴訟に移行したものでありまして、請求金額43万8,800円が全

額認められております。調停を挟みまして分割納付により和解が成立し、今月末から履行され

る運びとなっております。 

 続きまして３件目は、管理上必要な経費として住宅の明け渡しと未払いの使用料の請求を行

ったものです。ことし５月17日の口頭弁論を欠席され、次回の口頭弁論が本日の予定となって

おります。 

 ４件目も同様に管理上必要な経費として住宅の明け渡しと未払いの使用料の請求を行ったも

のです。これも先ほどの件と同様に５月17日の口頭弁論を無断欠席され、次回の口頭弁論が本

日開催となっております。 

 以上、経過報告でした。 

○教育総務課長（安本典生君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） はい、安本課長。 

○教育総務課長（安本典生君） 失礼しました。それでは、申しわけありませんが、教育委員

会資料のほうをごらんいただきたいと思います。 

 教育委員会からは、その他としまして２件報告をさせていただきたいと思います。 

 18ページをお願いいたします。 

 現在教育委員会では、子供たちが安心して就学できるよう赤磐市の現状に応じた公平で適切

な支援について検討を重ねております。こちらのほうは高校の通学補助についてでございま

す。本日は検討中の制度化に向けた方針案をお示しさせていただいております。今後、補助要

件、支給基準の具体化、試算などの作業を進め、早期実施に向けて検討を進めていき、改めて

方針案をお示しさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、土井課長。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） それでは、社会教育課のほうから１点御

報告いたします。 

○委員長（北川勝義君） 国が言うたけん、下山が言うたけんつけるんか。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） お手元の資料の19ページをごらんくださ

い。 

 更生保護サポートセンターあかいわの開設についてでございます。更生保護サポートセンタ

ーは、保護司会が地域の関係団体と連携しながら地域で更生保護活動を行うための拠点であ

り、ことし７月３日からは青少年育成センター内の相談室の一部を占用し、西側入り口に更生

保護サポートセンターあかいわの看板を設置して、開設曜日を月・水・金として保護司が常駐

するとともに赤磐市青少年育成センターと今まで以上の連携をとって、青少年の健全育成、非

行防止を目指して活動を行っていく次第でございます。 

 以上、更生保護サポートセンターあかいわの開設について御報告させていただきました。よ

ろしくお願いいたします。 

○副委員長（永徳省二君） ほかにはありませんか。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） はい、副委員長。 

○副委員長（永徳省二君） はい、どうぞ。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 消防総務課より第64回岡山県消防操法訓練大会の結

果について御報告とお礼を申し上げさせていただきます。 

 消防本部の資料の一番最後のページをお開きいただければと思います。 

 平成29年５月21日、岡山県消防学校で開催されました第64回岡山県消防操法訓練大会に赤磐

市の代表としまして吉井方面隊第３分団、これは佐伯北地区でございます。第３分団が小型ポ
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ンプ操法の部へ参加いたしました。主な結果は、今お手元の資料の６ページのほうをごらんい

ただければと思います。結果は残念ながら入賞には至っておりません。当日は御多忙中にもか

かわらず足を運んでいただき、熱い御声援をいただき、大変ありがとうございました。心より

お礼を申し上げます。今後とも消防活動、消防団活動におきましては、格別な御理解と御協

力、御支援を賜りたいと存じますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○副委員長（永徳省二君） ありがとうございます。 

 ほかにありますか。 

 奥田さん、締めちゃっていいんですか。 

○委員（下山哲司君） まだよ。 

○副委員長（永徳省二君） 下山委員、どうぞ。 

○委員（下山哲司君） 執行部終わったん。 

 市長にお聞きするとあれなんですけど、副市長のあれは最終日に出されるんですか。 

○副委員長（永徳省二君） はい、市長。 

○市長（友實武則君） 副市長が突然の退任ということで皆様方に御心配やら御迷惑をおかけ

しておりますことを、まずもっておわび申し上げます。 

 今後の対応についてでございますけども、人選を含めてこれから慎重なる検討をしていきた

いというところでございます。したがって今６月議会での選任同意の提出というのは見合わせ

ていこうということでございますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 大変なことだろうと思うんで御理解はいたしますが、人材がナンバー

ツーが欠けるということにとっては赤磐市はプラスにはならんので、それが早急に臨時でもい

いですしやっていただければ早いほうがいいんじゃないかと思いますし、それからついでじゃ

からお願いをするんじゃけど、赤磐市合併した当時に２人でということで１期やられたんです

けど、こういう言い方は悪いけど、よそから人材を借りてくるあれがあるんなら副市長も２人

にして、もう少し技術的な部分も、政治的な技術部分も理解してもらえるようなシンクタンク

じゃないですけど、市長が備えて頑張っていただきたいと思いますので、提言として２人制が

あるわけですからお願いしたいと。 

○委員長（北川勝義君） どうしたん。 

○委員（下山哲司君） いやいや、市長に。 

○委員長（北川勝義君） でえれえええこと言うて、おかしい。 

○委員（下山哲司君） 副市長をお願いしょんじゃ。 
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○委員長（北川勝義君） いつもと違うことを言うんじゃもん。 

○委員（下山哲司君） それの御答弁をしていただけりゃあ、決意をお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（北川勝義君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） ありがとうございます。副市長の２人制については、赤磐市には定数

２人ということがございます。そして、今期の６月定例会の議会の一般質問でもお受けして、

お答えもさせていただいているところでございます。私もこれからの赤磐市、非常に重要な局

面があります。そういった中で２人の副市長にそれぞれの役割を持ってしていただくというこ

ともとても大事なことと認識しております。そういったことを念頭に置きながら今後の人選等

に入っていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（下山哲司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、これでその他もないようなんで、以上をもちまして第５

回総務文教常任委員会を終わりたいと思います。 

 閉会に先立ち、内田教育長のほうから御挨拶いただきたいと思います。 

○教育長（内田惠子君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、内田教育長。 

○教育長（内田惠子君） きょうは、議員の皆様には大変慎重に御審議いただきありがとうご

ざいました。さまざまな御意見をいただきました。真摯に受けとめ、これからの取り組みに生

かしてまいりたいと思います。ありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 これで本日の委員会を閉会したいと思います。 

 皆さん大変御苦労さまでした。ありがとうございました。 

              午後２時53分 閉会 

 


